
実りの秋を迎え、市内の小学校では各地の田んぼで稲の収穫を行いました。

さわやかな秋晴れとなった１０月１０日�、高林小学校でも全校児童１１５人が

稲刈りを行いました。高学年の児童が低学年の児童たちを指導しながら約１

時間かけて、春に自分たちで植えた稲を刈り取っていきました。収穫した米

は、１１月に開催される収穫祭でみんなで味わいます。
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普
段
疑
問
に
感
じ

て
い
る
こ
と
を
３
人

の
モ
ニ
タ
ー
が
、
自

由
に
取
材
を
し
ま
し

た
。

「
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
」、
私

た
ち
は
こ
の
言
葉
を
最
近
よ
く
耳

に
す
る
こ
と
が
多
く
な
っ
て
い
ま

す
が
、
制
度
の
内
容
と
な
る
と
ま

っ
た
く
と
い
っ
て
い
い
ほ
ど
わ
か

り
ま
せ
ん
。
マ
ス
コ
ミ
の
報
道
で

は
７５
歳
以
上
を
後
期
高
齢
者
と
は

な
に
ご
と
か
。
７５
歳
で
年
齢
を
区

別
し
保
険
を
７５
歳
以
下
と
別
に
す

る
こ
と
は
、
家
族
を
引
き
裂
き
お

年
寄
り
を
差
別
す
る
こ
と
に
な
る

こ
と
な
ど
が
、
連
日
の
よ
う
に
報

道
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
市
民
の
中
に
も
「
内
容

が
細
か
く
複
雑
す
ぎ
て
制
度
の
内

容
が
理
解
で
き
な
い
」
と
の
声
を

多
く
耳
に
し
ま
す
。

そ
こ
で
、
私
た
ち
広
報
モ
ニ
タ

ー
「
ま
ち
か
ど
通
信
員
」
が
市
の

担
当
者
か
ら
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

そ
の
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
の

で
、
少
し
で
も
理
解
を
深
め
て
も

ら
え
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

な
ぜ
導
入
さ
れ
た
の
？

国
は
昭
和
４８
年
に
、
７０
歳
か
ら

老
人
医
療
費
の
無
料
化
を
実
施
し

ま
し
た
が
、
年
ご
と
に
医
療
費
が

急
増
し
、
高
齢
者
の
加
入
が
多
い

国
民
健
康
保
険
の
運
営
が
厳
し
く

な
り
ま
し
た
。
１０
年
後
の
５８
年
に
、

患
者
負
担
の
導
入
（
外
来
１
月
４

０
０
円
・
入
院
１
日
３
０
０
円
）

を
決
め
ま
し
た
が
、
そ
れ
で
も
保

険
料
と
し
て
集
ま
る
お
金
よ
り
、

支
払
う
お
金
が
増
え
続
け
、
ま
す

ま
す
運
営
は
厳
し
く
な
り
ま
し
た
。

平
成
１４
年
、
対
象
年
齢
を
７５
歳
に

引
き
上
げ
て
、
医
療
費
の
一
部
を

負
担
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

そ
し
て
、
今
年
度
か
ら
、
将
来

の
医
療
費
増
大
を
見
越
し
、
公
平

で
分
か
り
や
す
い
制
度
を
目
指
し

て
、
公
費
５０
％
、
現
役
世
代
４０
％
、

高
齢
者
世
代
１０
％
の
負
担
と
医
療

費
窓
口
負
担
に
よ
り
、
後
期
高
齢

者
医
療
制
度
が
始
ま
り
ま
し
た
。

昭４８ 老人医療費の無料化 （７０歳から）

◆老人医療費が急増
◆高齢者の多い国保の運営が厳しく→
「サロン化・社会的入院」といった弊
害の指摘もされていた

昭５８ 老人保健法を制定
・患者負担の導入・市町村が運営主体・
保険者（国保や健保など）からの拠出
金（仕送り）と公費で運営

◆高齢化の進展
◆高齢者医療費の増加
◆健保組合の拠出金の増大（昭和５８年１３
％、平成１１年４０％、１４年４４％）

平１１ 老健拠出金不払い運動
約９７％の健保組合

平１２ 平成１４には老健制度を廃止して新たな
制度を（参議院厚生労働委員会附帯決
議）

平１４ 平１４（三方一両損）改正
新制度まとまらず、次の課題に
・一部負担を定率１割に
・老健制度の対象年齢を引き上げ
７０歳→７５歳（平１９）
・公費負担割合の引き上げ
３割→５割（平１９）

平１８ 平１８改正 後期高齢者医療制度の創設

平２０ ４月から 後期高齢者医療制度開始

�・FAX…電話・ファックス …電子メール ■HP…ホームページアドレス

後期高齢者医療制度を知りたい

■ 高齢者医療の歩み ■

ま
ち
か
ど
通
信
員

君
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さ
ん

ま
ち
か
ど
通
信
員

橋
本
勝
子
さ
ん

ま
ち
か
ど
通
信
員

伴
内
峰
子
さ
ん

広報モニター
愛称「まちかど通
信員」レポート
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後
期
高
齢
者
医
療
制
度
を

創
設
す
る
こ
と
に
よ
り
何

が
変
わ
っ
た
の
？

①
実
施
主
体
（
保
険
者
）
を
都
道

府
県
単
位
と
し
ま
し
た
。

老
人
保
健
制
度
の
実
施
主
体

（
保
険
者
）
の
市
町
村
は
、
医
療

費
を
支
払
う
だ
け
で
財
政
・
運
営

責
任
が
不
明
確
だ
っ
た
の
を
、
都

道
府
県
単
位
の
広
域
連
合
が
責
任

あ
る
保
険
者
と
し
て
運
営
を
効
率

化
し
ま
す
。

②
高
齢
者
の
負
担
と
現
役
世
代
の

負
担
割
合
を
明
確
に
し
ま
し
た
。

高
齢
者
と
現
役
世
代
の
負
担
割

合
１
対
４
を
将
来
的
に
現
役
世
代

が
減
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
現
役
世

代
と
高
齢
者
の
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ

た
負
担
を
設
定
し
て
い
く
。（
２

年
に
一
度
の
見
直
し
を
し
て
、
調

整
さ
れ
ま
す
）

③
高
齢
者
一
人
一
人
が
共
通
の
ル

ー
ル
に
よ
り
保
険
料
を
支
払
う
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

高
齢
者
の
保
険
料
負
担
が
、
国

民
健
康
保
険
は
世
帯
主
、
健
康
保

険
被
保
険
者
本
人
は
保
険
料
の
２

分
の
１
、
健
康
保
険
被
扶
養
者
は

無
料
だ
っ
た
の
を
、
都
道
府
県
単

位
で
同
じ
ル
ー
ル
で
負
担
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

い
き
が
い
サ
ロ
ン
で

後
期
高
齢
者
医
療
制

度
の
説
明
会
を
開
催

こ
の
制
度
の
取
材
が
き
っ
か
け

と
な
り
、
塩
釜
地
区
の
い
き
が
い

サ
ロ
ン
で
市
保
健
課
職
員
に
よ
る

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
説
明
会

が
行
わ
れ
、
サ
ロ
ン
の
利
用
者
１７

人
が
参
加
し
、
熱
心
に
説
明
を
聞

い
て
い
ま
し
た
。
３
人
の
ま
ち
か

ど
通
信
員
も
出
席
し
て
取
材
し
ま

し
た
の
で
、
そ
の
内
容
の
一
部
を

紹
介
し
ま
す
。

医
療
費
や
死
亡
原
因
は
？

那
須
塩
原
市
に
は
、
７５
歳
以
上

の
人
は
約
１
万
人
。
６５
歳
以
上
は

全
人
口
の
２０
％
の
人
が
い
ま
す
。

７５
歳
以
上
の
人
の
年
間
医
療
費

は
入
院
費
が
主
で
、
一
人
約
８０
万

円
か
か
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
で
も

栃
木
県
は
全
国
で
も
低
い
老
人
医

療
費
に
押
さ
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

死
亡
の
原
因
は
、
全
国
・
県
と

も
生
活
習
慣
病
に
よ
る
も
の
が
最

も
多
く
約
６０
％
に
上
り
、
そ
の
う

ち
１
位
が
ん
、
２
位
心
疾
患
、
３

位
脳
血
管
疾
患
と
な
っ
て
い
ま
す
。

保
険
料
は
ど
の
く
ら
い
払

う
の
？

保
険
料
は
県
内
均
一
で
す
。

原
則
と
し
て
年
金
か
ら
天
引
き

と
な
り
ま
す
。
例
え
ば
年
金
が
年

額
１
５
０
万
円
の
人
の
場
合
、
保

険
料
は
年
間
１
万
１
３
０
０
円
、

月
９
４
２
円
に
な
り
ま
す
。
そ
の

ほ
か
さ
ま
ざ
ま
な
ケ
ー
ス
の
詳
し

い
こ
と
は
、
市
の
保
険
料
担
当
課

へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

後
期
高
齢
者
の
言
葉
は
？

Ｗ
Ｈ
Ｏ
（
世
界
保
健
機
構
、
国

際
連
合
の
専
門
機
関
）
で
は
７５
歳

以
上
を
後
期
高
齢
者
、
６５
〜
７４
歳

ま
で
を
前
期
高
齢
者
と
位
置
づ
け

て
お
り
、
日
本
だ
け
で
は
な
い
こ

と
か
ら
７５
歳
以
上
を
差
別
し
て
い

る
訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

参
加
者
の
感
想

市
担
当
者
の
説
明
が
分
か
り
や

す
く
、
あ
っ
と
い
う
間
の
１
時
間

２０
分
で
し
た
。
サ
ロ
ン
の
皆
さ
ん

は
、「
広
報
を
読
ん
だ
だ
け
で
は

分
か
ら
な
か
っ
た
が
、
今
日
の
、

講
師
の
話
で
よ
く
分
か
っ
た
。
今

後
も
、
こ
の
よ
う
な
説
明
会
に
ぜ

ひ
参
加
し
て
み
た
い
」
と
の
こ
と

で
し
た
。
不
満
は
、
保
険
料
が
貴

重
な
年
金
か
ら
天
引
き
さ
れ
る
こ

と
。
今
ま
で
は
、
お
子
さ
ん
た
ち

が
保
険
料
を
納
め
て
い
る
家
庭
が

多
く
、
高
齢
者
自
身
が
保
険
料
を

払
っ
て
い
る
と
い
う
意
識
が
少
な

か
っ
た
よ
う
で
す
。

す
べ
て
の
国
民
が
何
ら
か
の

健
康
保
険
に
加
入
す
る
国
民
皆

保
険
制
度
は
、
日
本
以
外
で
は

北
欧
も
実
施
し
て
い
ま
す
。
国

民
負
担
率
は
北
欧
で
は
７０
％
を

超
え
て
お
り
、
日
本
は
約
４０
％

で
す
。
ア
メ
リ
カ
は
国
民
が
自

己
責
任
で
民
間
保
険
に
加
入
し

て
、
医
療
に
対
応
し
て
い
ま
す
。

日
本
は
、
世
界
最
長
の
平
均

寿
命
の
中
で
、
６５
歳
以
上
の
人

口
が
５
人
に
１
人
の
超
高
齢
社

会
の
現
在
、
そ
し
て
今
後
も
ま

す
ま
す
進
行
す
る
高
齢
化
に
伴

い
増
大
す
る
医
療
費
に
対
応
す

る
た
め
の
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
の
創
設
は
、
国
民
皆
保
険
制

度
を
崩
壊
さ
せ
な
い
た
め
に
も

仕
方
な
い
か
と
は
思
い
ま
す
。

し
か
し
、
高
い
医
療
水
準
を

ど
の
よ
う
に
維
持
し
て
い
く
か
、

課
題
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

現
役
を
引
退
し
年
金
の
み
で

ギ
リ
ギ
リ
の
生
活
を
送
っ
て
い

る
大
多
数
の
人
々
の
た
め
に
も
、

マ
ス
コ
ミ
で
報
道
さ
れ
て
い
る

よ
う
な
税
金
の
無
駄
使
い
を
や

め
て
、
見
直
す
と
こ
ろ
は
早
急

に
見
直
し
、
必
要
な
と
こ
ろ
に

有
効
に
使
う
こ
と
に
よ
り
、
皆

さ
ん
が
明
る
く
生
き
甲
斐
の
あ

る
生
活
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
る
こ
と
を
願
っ
て

い
ま
す
。

そ
し
て
、
健
康
で
長
生
き
す

る
た
め
に
、
日
常
生
活
の
中
で

一
人
一
人
何
が
で
き
る
か
…
。

何
を
す
べ
き
か
…
。
改
め
て
考

え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

【本誌中では、次の省略記号を使用しています】 ■本…本庁舎（黒磯） ■西…西那須野庁舎 ■塩…塩原庁舎
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伸び率（％）
（①－②）÷②

８．４６
７．９３
△０．５８
△０．５４
１０．５２
１４．１６
１７．４０
１６．９３
１１．１０
１０．００
△３３．３６
△３３．０４
△５７．９１
△５７．９１
１６．８１
△１２．４０
１４２．２４
１８９．８６
４７．９２
４６．３０

増減額
①－②

９億９，３２３万円
８億７，９９２万円
△３，９０２万円
△３，６５１万円
４億７，１５４万円
５億９，４４７万円
６億８，４１４万円
６億５，６２５万円

８９７万円
７９９万円

△９，０６３万円
△８，９３１万円
△３，２４２万円
△３，２４２万円
１，１７９万円
△８１９万円
５，１５２万円
５，６９４万円
５，５２５万円
５，３３８万円

平成１９年度 特別会計の決算状況

平成１８年度
②

１１７億４，００５万円
１１０億９，０３４万円
６７億３，０５７万円
６７億２，８０６万円
４４億８，２５２万円
４１億９，７６５万円
３９億３，０９９万円
３８億７，６９１万円

８，０８７万円
７，９８７万円

２億７，１６４万円
２億７，０３２万円
５，５９８万円
５，５９８万円
７，０１５万円
６，６０４万円
３，６２２万円
２，９９９万円

１億１，５３０万円
１億１，５３０万円

平成１９年度
①

１２７億３，３２８万円
１１９億７，０２６万円
６６億９，１５５万円
６６億９，１５５万円
４９億５，４０６万円
４７億９，２１２万円
４６億１，５１３万円
４５億３，３１６万円

８，９８４万円
８，７８６万円

１億８，１０１万円
１億８，１０１万円
２，３５６万円
２，３５６万円
８，１９４万円
５，７８５万円
８，７７４万円
８，６９３万円

１億７，０５５万円
１億６，８６８万円

区分

歳入
歳出
歳入
歳出
歳入
歳出
歳入
歳出
歳入
歳出
歳入
歳出
歳入
歳出
歳入
歳出
歳入
歳出
歳入
歳出

会 計 名

国民健康保険特別会計

老人保健特別会計

介護保険特別会計

下水道事業特別会計

農業集落排水事業特別会
計
土地区画整理事業特別会
計
公共用地先行取得事業特
別会計

温泉事業特別会計

墓地事業特別会計

簡易水道事業特別会計

伸び率（％）
（①－②）÷②

０．２２
０．８２
１８５．３２
１２１．０４

増減額
①－②

５５６万円
１，８０７万円

１２億２，１０６万円
１４億８，４１３万円

公営事業の経理状況（平成１９年度決算の状況）

平成１８年度
②

２５億２，０４２万円
２２億 ８６２万円
６億５，８８８万円
１２億２，６１２万円

平成１９年度
①

２５億２，５９８万円
２２億２，６６９万円
１８億７，９９４万円
２７億１，０２４万円

区分

収入
支出
収入
支出

収益的収支

資本的収支

事業名

水道事業

１２，０１６，９３０㎡
３９２，２３１㎡
６，３５８，７５０㎡
１，６８０万円

１０億４，４４６万円
１１４万円

１０６億９，６４４万円

財産の状況（平成１９年度末）

土地
建物
山林など
有価証券
出資による権利

債権
基金

公
有
財
産

※簡易水道事業について
会計処理の一元化により、平成１９年度から次の３会計は、那須塩原市簡易水道事業特別会計となりました。
○板室本村簡易水道事業特別会計 ○板室温泉簡易水道事業特別会計 ○西塩簡易水道事業特別会計

平成１８年度の数値は、これら３会計の決算額を合計したものです。

※公営事業会計について
会計処理の一元化により、平成１９年度から次の事業は、那須塩原市水道事業となりました。
○黒磯水道事業（黒磯上水道） ○西那須野水道事業（西那須野上水道）
○塩原水道事業（塩原上水道、新湯簡易水道、関谷簡易水道、大貫金沢簡易水道、宇都野簡易水道）

平成１８年度の数値は、これら３事業の決算額を合計したものです。

６平成２０年１１月５日号



主 な 事 業

○ＯＡ化推進事業（公共ネットワーク整備）（２億６，５９６万円） ○塩原庁舎管理事業（新庁舎外

構工事・旧庁舎解体工事ほか）（４，７７４万円） ○市営バス購入（２台）（３，６４１万円）

○西那須野地区高齢者能力活用センター建設（１億３，１５４万円） ○地域介護・福祉空間整備補

助（１，５００万円） ○健康長寿センター温泉井しゅんせつ（１，２９２万円）

○浄化槽設置整備事業補助（１億４２１万円） ○第二期ごみ処理施設周辺整備（１，９８５万円）

○畜産基盤再編総合整備事業費補助（１億４，４７３万円） ○県営ふるさと農道緊急整備事業負担

金（７，７７３万円） ○むらづくり交付金事業（寺子地区農業用用排水路施設整備ほか）（５，４５５万円）

○地域再生整備事業（門前交流広場整備ほか）（７，９０５万円） ○塩原地区観光施設整備事業（夕

の原地区公衆トイレ整備ほか）（２，６２１万円）

○西那須野地区まちづくり交付金事業（１０億５，１１７万円） ○道整備交付金事業（黒磯・西那須

野・塩原地区）（８億２，２６６万円） ○那須塩原駅北土地区画整理事業（５億８，９７６万円）

○消防自動車購入（２，６９９万円） ○塩原消防団４‐２部詰所新築ほか（２，１９５万円） ○西那須野

消防団１‐１部詰所新築ほか（１，８９６万円）

○西那須野学校給食共同調理場新築（２億８，５０６万円） ○黒磯文化会館大ホール改修ほか（１

億８，５２１万円） ○三島体育センターグラウンド雨水調整池整備ほか（６，０１３万円）

平成１９年度市税の収入済額・滞納額

市が借りているお金の残高（平成１９年度末 一般会計）

平成１９年度の主な建設事業（一般会計）

決 算 額

４億 ９９２万円

１億７，０６８万円

１億５，７０７万円

４億７，３４５万円

１億１，１３５万円

４６億３，５０１万円

９，０３７万円

６億６，７３９万円

６７億１，５２４万円

総 務 費

民 生 費

衛 生 費

農林水産業費

商 工 費

土 木 費

消 防 費

教 育 費

計

平成１９年度の市
税は、総額で１９５億
３２０万円納付されま
した。
滞納額は、２８億

９，２０８万円になりま
す。

【平成１９年度の元利償還金について】
平成１９年度に返済したお金は、５５億６，２７７万円です。
（元金４８億２３０万円、利子７億６，０４７万円）
元利償還金のうち、２９億８３０万円が地方交付税に算入されてい
ます。

平成１９年度に借入れた合併特例債は、２５億８，５５０万円で、主な借
入目的は次のとおりです。
・公共ネットワーク整備事業 ………………１億７，２１０万円
・道路整備事業 ………………………………６億６，６４０万円
・西那須野地区まちづくり交付金事業 ……３億８，７１０万円
・街路整備事業 ………………………………２億８，５８０万円
・西那須野学校給食共同調理場整備事業 …２億３，３９０万円

７



貸 方
１年間での増減

△１１億９，７３０万円

△７億６，６００万円

－

－

－

△４億３，１３１万円

△１億 ５７０万円

△１億 ５７０万円

－

△１３億 ３０１万円

＋７億５，３３０万円

△３億５，０１９万円

＋２３億４，８３８万円

＋２７億５，１４９万円

＋１４億４，８４８万円

【バランスシートとは？】
那須塩原市が築いてきた資産を左側に、その資産

形成の内訳となった負債と正味資産を右側に並べて
表示したものです。よって、左の表と右の表の合計
は一致し、バランスが取れている状態になります。
バランスシートにより、財産（資産）がどのくら

いあり、借入金の返済など（負債）がいくらあり、
財産を築くために使われた税金や国・県支出金（正
味資産）を知ることができます。

【普通会計とは？】
総務省形式の決算資料（地方財政状況調査）作成

のガイドラインに基づくと、那須塩原市の場合の普
通会計は、一般会計と公共用地先行取得事業特別会
計と墓地事業特別会計の３つの会計を併せたものに
なります。

平成１９年度末

４０８億４，０６５万円

３４３億１，２３１万円

－

－

－

６５億２，８３４万円

４６億６，６１７万円

４６億６，６１７万円

－

４５５億 ６８２万円

１４９億９，０２９万円

８３億 ６６万円

８４３億５，１３０万円

１，０７６億４，２２５万円

１，５３１億４，９０６万円

那須塩原市のバランスシート（普通会計）

項目

固定負債

市債

債務負担行為

物件の
購入等

債務保証
又は
損失補償

退職給与
引当金

流動負債

翌年度償還
予定額

翌年度繰上
充用金

負債合計

国庫支出金

県支出金

一般財源等
（市税など）

正味資産合計

負債・正味資産合計

①

②

１

２

３

１

２

負
債
の
部

正
味
資
産
の
部

借 方
１年間での増減

５億２，０６６万円

（１，０２９万円）

＋２億７，８４０万円

△２億３，５４２万円

△５億７，４６５万円

＋１億３，１９６万円

△４億５，２８７万円

△１億３，９６９万円

＋２０億６，８６６万円

△ ５，８１６万円

△４億９，６８５万円

△ ７２万円

＋５億８，３７３万円

＋ １１万円

△ ２７３万円

△４億３，３３６万円

△４億３，５４７万円

＋ ８５万円

＋ １２７万円

＋１０億１，９７１万円

＋３億４，４０８万円

＋ ９，６７５万円

＋３億８，３２３万円

＋ ４３８万円

△２億９，０８６万円

＋２億４，７３４万円

＋２億４，８５９万円

△ １２５万円

＋１４億４，８４８万円

平成１９年度末

１，３５８億３，７９６万円

（４９７億８，０８９万円）

９６億 ３１万円

４７億３，２２５万円

６６億３，５３４万円

１億５，０９５万円

７０億９，２７０万円

３８億７，８５５万円

６６４億７，５７８万円

９億 ３３２万円

３６３億２，１７０万円

４，７０６万円

９６億９，１３７万円

１０億６，１２６万円

１１４万円

５７億８，８０２万円

５２億９，８８７万円

３億 １１２万円

１億８，８０３万円

２８億４，０９５万円

７６億１，９７３万円

４６億７，９４９万円

１７億３，１２６万円

１５億９，７４３万円

１３億５，０８０万円

２９億４，０２４万円

２８億９，２０８万円

４，８１６万円

１，５３１億４，９０６万円

項目

有形固定資産

（うち土地）

総務費

民生費

衛生費

労働費

農林水産業費

商工費

土木費

消防費

教育費

その他

投資等

投資及び
出資金

貸付金

基金

特定目的
基金

土地開発
基金

定額運用
基金

退職手当
組合積立金

流動資産

現金・預金

財政調整
基金

減債基金

歳計現金

未収金

地方税

その他

資産合計

①

②

③

①

②

③

①

②

１

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

１

２

３

４

１

２

資
産
の
部

８平成２０年１１月５日号



平成１９年度決算財政の健全性に関する比率をお知らせします
今年度から市町村などの“財政の健全化”を目的とした「地方公共団体の財政健全化に関する法律」が施行され

ました。この法律では、毎年度の決算から財政状況を表す指標（財政健全化判断比率）を算定し、公表することが

義務付けられています。財政健全化判断比率が、イエローカード値である早期健全化基準を超えると、「早期健全化

団体」となり、早期財政健全化計画を策定し、自主的な改善努力を行っていかなければなりません。また、レッド

カード値である再生基準を超えると「財政再生団体」となり、財政再生計画を策定し、国などの関与による財政再

生を行っていかなければなりません。

本市の平成１９年度決算の健全化判断比率は、下表の通りで、すべての指標について、早期健全化基準・再生基準

を大きく下回っています。このことにより本市の“財政状態は健全段階にある”と判断できます。

（実質赤字比率・連結実質赤字比率の早期健全化基準はそれぞれの市町村の財政規模に応じて異なります。）

それぞれの指標について

① 実質赤字比率

一般会計等（注１）を対象とした実質赤字額の標準財政規模（注２）に対する割合で、赤字決算の場合に該当し、赤字

の程度をあらわします。本市は赤字を生じていないため、該当ありませんでした。

② 連結実質赤字比率

一般会計等に加えて国民健康保険・介護保険・下水道事業などの特別会計（注３）や一部事務組合など関連する

すべての会計を対象とした実質赤字額の、標準財政規模に対する割合のことです。本市は赤字を生じていない

ため、該当ありませんでした。

③ 実質公債費比率

一般会計等が負担する公債費（借金返済額）や公債費に準ずるものなど（特別会計や一部事務組合の借金返

済額）の、標準財政規模に対する割合のことです。本市は健全段階にありますが、借入金（市債）の抑制に努

めていきます。

④ 将来負担比率

一般会計等が将来負担する可能性のある実質的な負債額の、標準財政規模に対する割合のことです。本市は

健全段階にあります。

⑤ 資金不足比率

各公営企業（注４）会計の資金不足額の事業の規模に対する割合のことです。本市は赤字を生じていないため、

該当がありませんでした。

言葉の説明

注１ 一 般 会 計 …基本的な行政運営に必要な経費を計上した会計のことで、市の会計の中心をなすものです。

一般会計等 …本市では、一般会計、公共用地先行取得事業特別会計、墓地事業特別会計をあわせたものです。

注２ 標準財政規模 …標準的な状態で通常収入が見込まれる一般財源の額を、一定のルールで計算したものです。

注３ 特 別 会 計 …特定の事業を行うために設けられた会計です。介護保険や下水道事業などが該当します。

注４ 公 営 企 業 …市が生活のサービスの供給や、社会資本の整備などの市民福祉の向上を目的として運営しているも

ので、主にその事業で得た収入で必要な経費をまかなっています。

再生基準

２０．００％以上

４０．００％以上

３５．０％以上

（実質赤字等を生じていないことから「該当なし」と表記。）

早期健全化基準

１２．０６％以上

１７．０６％以上

２５．０％以上

３５０．０％以上

２０．０％以上

那須塩原市

該当なし

該当なし

１３．９％

６１．６％

該当なし

指 標

①実質赤字比率

②連結実質赤字比率

③実質公債費比率

④将来負担比率

⑤資金不足比率

健
全
化
判
断
比
率

那須塩原市の
財政は、健全
です！

９



平成２０年度 上半期の予算執行状況
（４月１日～９月３０日）

一般会計の執行状況

率％
Ｂ／Ａ

６２．９

４８．９

５０．０

５０．１

４２．３

１４．８

９４．８

１２．９

１２．９

２２．９

収入済額
Ｂ

支出済額

５，５２２万円

４，２９４万円

１，１６７万円

１，１６９万円

４，８０５万円

１，６８０万円

１億 ２５１万円

１，３９７万円

２，１６８万円

３，８５４万円

予算額 Ａ

８，７８４万円

８，７８４万円

２，３３３万円

２，３３３万円

１億１，３４８万円

１億１，３４８万円

１億 ８０９万円

１億 ８０９万円

１億６，８３２万円

１億６，８３２万円

特別会計の執行状況

公営事業の執行状況

会 計 名

歳入

歳出

歳入

歳出

歳入

歳出

歳入

歳出

歳入

歳出

土地区画整理
事業

公共用地先行
取得事業

温泉事業

墓地事業

簡易水道事業

率％
Ｂ／Ａ

４９．７

２６．０

１０．８

１３．２

率％
Ｂ／Ａ

４０．３

３７．９

６６．３

６５．６

３７．９

４４．７

４１．２

３９．３

３４．９

３４．９

４２．３

３５．３

収入済額
Ｂ

支出済額

１２億４，１１０万円

６億１，４６０万円

２億３，２７０万円

４億４，６７８万円

収入済額
Ｂ

支出済額

５１億５，２６２万円

４８億５，００５万円

６億５，２７５万円

６億４，５２３万円

２億７，３０２万円

３億２，２２１万円

２０億８，００９万円

１９億８，２２６万円

１９億９，１６１万円

１９億９，４３８万円

４，９９４万円

４，１６９万円

予算額 Ａ

２４億９，８９５万円

２３億６，７３６万円

２１億５，２２５万円

３３億８，１５０万円

予算額 Ａ

１２７億８，４４５万円

１２７億８，４４５万円

９億８，４２７万円

９億８，４２７万円

７億２，０２６万円

７億２，０２６万円

５０億４，８８７万円

５０億４，８８７万円

５７億 ８４４万円

５７億 ８４４万円

１億１，７９９万円

１億１，７９９万円

区 分

収入

支出

収入

支出

会 計 名

歳入

歳出

歳入

歳出

歳入

歳出

歳入

歳出

歳入

歳出

歳入

歳出

収益的収支

資本的収支

国民健康保険

老人保健

後期高齢者医
療

介護保険

下水道事業

農業集落排水
事業

水
道
事
業

※那須塩原市には３つの「上水道」と７つの
「簡易水道」、併せて１０の水道事業があります。
これらの事業は、会計や組織は一本化しまし
た。しかし経営は別々のため、効率化のため
に事業の統合が必要になっています。
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お
や
こ
の
食
育
教
室

「
お
や
こ
で
ス
ー
プ
カ
レ
ー

を
作
り
ま
し
ょ
う
」

心
と
体
を
育
む
健
康
的
な
食
習

慣
作
り
を
目
指
し
て
開
催
し
ま
す
。

と

き

１２
月
１３
日
�

午
前
１０
時
〜
午
後
１
時
３０
分

と
こ
ろ

厚
崎
公
民
館

対

象

小
学
生
と
そ
の
保
護
者

内

容

講
話
「
よ
い
食
習
慣
で

健
康
な
か
ら
だ
を
」、
調
理
実
習

定

員

２０
組

参
加
費

１
人
１
０
０
円
（
調
理

実
習
材
料
費
）

申
込
期
限

１２
月
１０
日
�

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

黒
磯
保
健
セ
ン
タ
ー

ヘ
ル
ス
サ
ポ
ー
タ
ー

講
習
会

自
分
自
身
の
生
活
を
振
り
返
り
、

日
常
生
活
の
中
で
健
康
づ
く
り
を

実
践
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

市
の
健
康
づ
く
り
を
推
進
し
て

い
る
食
生
活
改
善
推
進
員
と
一
緒

に
学
び
ま
し
ょ
う
。

と

き

１２
月
３
日
�

午
前
１０
時
〜
午
後
２
時

と
こ
ろ

健
康
長
寿
セ
ン
タ
ー

対

象

市
民

内

容

講
話「
Ｂ
Ｍ
Ｉ
で
ベ
ス
ト

体
重
を
知
ろ
う
、
１
日
の
野
菜

摂
取
量
は
ど
の
く
ら
い
？
」／
調

理
実
習

定

員

２５
人

参
加
費

１
０
０
円
（
テ
キ
ス
ト
、

調
理
実
習
材
料
費
）

申
込
期
限

１１
月
２７
日
�

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

各
保
健
セ
ン
タ
ー

精
神
保
健
福
祉
講
座

「
う
つ
病
を
知
ろ
う
」

嫌
な
こ
と
、
つ
ら
い
こ
と
、
ス

ト
レ
ス
が
た
ま
る
、
ど
れ
も
よ
く

経
験
す
る
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん

か
。
心
の
問
題
は
誰
で
も
抱
え
る

も
の
で
、
私
た
ち
の
生
活
に
身
近

な
も
の
で
す
。

今
回
は
う
つ
病
治
療
に
必
要
な

知
識
や
ポ
イ
ン
ト
を
、
事
例
な
ど

を
通
し
て
分
か
り
や
す
く
お
伝
え

し
ま
す
。

と

き

１２
月
６
日
�

午
後
１
時
３０
分
〜
４
時
３０
分

と
こ
ろ

大
田
原
市
勤
労
者
総
合

福
祉
セ
ン
タ
ー

対

象

市
民
で
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル

ス
に
つ
い
て
関
心
の
あ
る
人

定

員

５０
人

講

師
自
治
医
科
大
学
精
神
腫
瘍
部
講

師

精
神
科
医

岡
島
美
朗
氏

申
し
込
み

火
〜
土
曜
の
午
前
１０
時
〜
午
後

７
時
の
間
に
、
次
に
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
（
要
予
約
）

問
い
合
わ
せ

地
域
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
ゆ
ず
り
葉

�
０
２
８
７（
６３
）７
７
７
７
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◆各保健センターの連絡先

黒磯保健センター �0287（63）1100
西那須野保健センター �0287（38）1356
■HPhttp://www2.city.nasushiobara.lg.jp/hokencenter/

■結果相談会変更のお知らせ■
変更前 １１月１６日・３０日（この日は実施しません）
変更後 １１月２２日� 場所：黒磯保健センター

受付時間：午前９時～１１時
※詳しくは黒磯保健センターにお問い合わせください。

ままちちののおお医医者者ささんんかかららのの

健健康康アアドドババイイスス
４０歳を過ぎたら緑内障検診を

伊野田眼科クリニック（方京１丁目）
清水 由花

第１９回

D? �¡����¢£¤�¥£¤6¦�¥£
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学
校
紹
介
―
―
―
―
―
―
―

本
校
は
箒
川
沿
い
の
国
道
４
０

０
号
を
北
に
進
ん
だ
、
塩
原
温
泉

街
の
中
心
部
に
位
置
し
、
上
塩
原

小
学
校
と
統
合
し
て
４
年
目
に
な

り
ま
す
。
学
区
は
広
範
囲
に
わ
た

り
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
や
路
線
バ
ス

利
用
の
児
童
も
少
な
く
あ
り
ま
せ

ん
。
土
地
柄
で
観
光
事
業
に
関
係

す
る
人
が
多
い
中
、
高
原
野
菜
農

家
も
見
ら
れ
ま
す
。
尾
崎
紅
葉
を

は
じ
め
と
す
る
明
治
か
ら
の
文
学

遺
跡
を
資
源
と
し
て
、
文
学
碑
、

文
学
散
歩
な
ど
に
力
を
入
れ
、
妙

雲
寺
、
八
幡
宮
の
逆
杉
、
平
家
獅

子
舞
な
ど
の
歴
史
的
な
文
化
財
に

も
恵
ま
れ
て
い
ま
す
。

地
域
の
連
帯
意
識
が
強
く
、
教

育
に
対
す
る
意
識
も
高
く
、
学
校

行
事
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
に
大
変
協
力

的
で
出
席
率
も
す
ば
ら
し
い
も
の

が
あ
り
ま
す
。

５
月
２８
日
に
運
動
会
が
あ
り
ま

し
た
。
協
力
し
て
準
備
し
、
全
力

で
走
り
、
元
気
に
踊
り
、
楽
し
く

笑
い
、
し
か
も
ス
ム
ー
ズ
に
進
行

し
ま
し
た
。
保
護
者
も
仮
装
し
て

出
場
す
る
な
ど
積
極
的
に
参
加
し
、

運
動
会
が
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

前
日
の
準
備
か
ら
協
力
し
て
い
た

だ
き
、
当
日
の
片
付
け
が
午
後
３

時
前
に
終
了
す
る
見
事
な
進
行
で
、

見
て
い
た
人
も
参
加
し
た
人
も
感

動
、
感
動
で
し
た
。

塩
原
の
パ
ワ
ー
の
源
は
温
泉
ま

つ
り
で
す
。
今
年
は
９
月
７
・
８

日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
５
日
に
古

式
湯
ま
つ
り
、
６
日
に
山
車
の
出

来
栄
え
を
披
露
す
る
デ
モ
ン
ス
ト

レ
ー
シ
ョ
ン
が
続
き
、
流
し
踊
り

や
太
鼓
の
共
演
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

７
日
は
福
渡
を
出
発
し
木
の
葉

石
ま
で
進
み
、
古
町
で
終
了
。
８

しお ばら

塩原小学校

所在地 �����
創 立 ���	
���
校 長 �� �
児童数 ����
教育目標

����������
�� !�"#$%&�'�
()!��'#�
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日
は
門
前
が
ス
タ
ー
ト
で
木
の
葉

石
、
門
前
と
進
み
福
渡
で
終
了
。

何
キ
ロ
歩
く
の
で
し
ょ
う
か
。
両

日
と
も
昼
ご
ろ
出
発
、
終
了
は
夕

方
６
時
を
過
ぎ
ま
す
。
各
地
区
か

ら
６
台
の
山
車
が
出
て
、
お
年
寄

り
か
ら
子
ど
も
ま
で
が
山
車
を
引

い
て
練
り
歩
き
ま
す
。
山
車
の
中

で
は
太
鼓
、
笛
で
リ
ズ
ム
を
つ
く

り
、
山
車
の
上
に
は
全
体
を
指
揮

す
る
人
が
マ
イ
ク
で
指
示
し
、
音

声
が
塩
原
の
山
々
に
響
き
渡
り
、

独
特
の
ム
ー
ド
を
つ
く
り
だ
し
ま

す
。
塩
原
の
人
々
の
熱
い
、
強
い

思
い
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。
こ
の

人
々
に
は
運
動
会
で
の
仮
装
な
ど

簡
単
な
こ
と
な
の
で
し
ょ
う
。
ま

つ
り
と
と
も
に
塩
原
小
、
熱
が
上

が
る
一
方
で
す
。

不
法
投
棄

現
在
、
市
内
全
域
で
来
年
度
か

ら
始
ま
る
新
し
い
ご
み
処
理
計
画

に
つ
い
て
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご

理
解
、
ご
協
力
を
得
る
た
め
説
明

会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
説
明
会

の
中
で
皆
さ
ん
か
ら
一
番
多
い
質

問
の
一
つ
に
、
ご
み
の
不
法
投
棄

が
あ
り
ま
す
。
場
所
に
よ
っ
て
は

現
在
で
も
不
法
投
棄
さ
れ
て
困
っ

て
い
る
の
に
、
家
庭
か
ら
出
る
可

燃
ご
み
と
不
燃
ご
み
が
有
料
化
に

な
る
と
、
ま
す
ま
す
不
法
投
棄
が

増
え
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
も

の
で
す
。

当
然
心
配
さ
れ
る
こ
と
で
す
が
、

全
国
の
市
町
村
の
例
を
見
る
と
、

有
料
化
に
よ
り
増
え
る
市
町
村
と

余
り
変
わ
ら
な
か
っ
た
市
町
村
と

さ
ま
ざ
ま
で
す
。
そ
の
傾
向
を
見

る
と
、
も
と
も
と
不
法
投
棄
が
多

か
っ
た
場
所
は
、
有
料
化
に
よ
り

不
法
投
棄
が
増
え
、
少
な
か
っ
た

場
所
は
増
え
な
い
と
い
う
結
果
が

出
て
い
ま
す
。

不
法
投
棄
と
言
っ
て
も
大
き
く

二
つ
に
分
か
れ
ま
す
。
一
つ
は
、

分
別
不
徹
底
の
ご
み
が
、
ご
み
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
に
出
さ
れ
る
こ
と
で

す
。
二
つ
目
は
、
林
や
空
き
地
な

ど
人
目
に
付
か
な
い
場
所
に
い
ら

な
く
な
っ
た
も
の
を
不
法
に
投
棄

す
る
こ
と
で
す
。

不
法
投
棄
対
策

不
法
投
棄
は
、
個
人
の
モ
ラ
ル

の
問
題
で
あ
り
、
市
が
広
報
な
ど

で
訴
え
て
も
な
か
な
か
効
果
が
期

待
で
き
な
い
も
の
で
す
。
や
は
り
、

地
域
に
住
む
皆
さ
ん
が
、
常
に
き

れ
い
な
環
境
を
作
り
、
ご
み
を
捨

て
に
く
い
雰
囲
気
を
作
る
こ
と
が

一
番
の
効
果
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
、
市
で
も
現
在
行
っ
て

い
る
不
法
投
棄
監
視
パ
ト
ロ
ー
ル

の
充
実
や
ご
み
減
量
推
進
員
、
ご

み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
責
任
者
の
皆
さ

ん
に
協
力
を
頂
き
な
が
ら
不
法
投

棄
対
策
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

不
法
投
棄
の
罰
則
規
定

廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関

す
る
法
律
で
、
不
法
投
棄
に
対
す

る
罰
則
が
あ
り
ま
す
。

・
一
千
万
円
以
下
の
罰
金

・
五
年
以
下
の
懲
役

問
い
合
わ
せ

■本
環
境
対
策
課

�
０
２
８
７（
６２
）７
３
０
１

運動会玉入れ

山車は２日間練り歩きます

温泉街を練り歩く山車

ごみの説明会は１１月１９日まで開催しています。

シリーズ 新しいごみ処理計画⑩

ご
み
袋
の
有
料
化
で
不
法
投
棄
が
増
え
る
？
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全国書道展で最高賞を受賞
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秋の交通安全総ぐるみ運動
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“うまいもん”の多い季節です
～第２回塩原温泉うまいもん収穫祭～
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レジ袋削減 「マイバッグキャンペーン」

あなたの周りの身近な出来事や話題をお寄せください。
秘書課広報広聴係 �0287（62）7109

１４平成２０年１１月５日号
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万が一の火災にも慌てずに
～旅館・ホテル等消防防災訓練～

非難訓練では、煙を吸わないよう、口元を覆って非難をしました。
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お
知
ら
せ

人
権
擁
護
委
員
を
紹
介

し
ま
す

し
も
や
ま

１０
月
１
日
付
で
、
新
た
に
下
山

つ
な
き
ち

綱
吉
氏
が
人
権
擁
護
委
員
と
な
り

ま
し
た
。

下山綱吉氏

現
在
、
市
に
は
１３
人
の
人
権
擁

護
委
員
が
活
躍
し
て
い
ま
す
。

人
権
擁
護
委
員
は
、
相
談
業
務

の
ほ
か
、
各
学
校
や
街
頭
で
の
啓

発
活
動
、
人
権
作
文
の
審
査
な
ど
、

幅
広
い
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

■本
社
会
福
祉
課�（

６２
）７
１
３
５

西
那
須
野
駅
西
口
へ
の

一
般
車
両
の
出
入
り
が

で
き
な
く
な
り
ま
す

西
那
須
野
駅
西
口
広
場
整
備
の

た
め
、
一
般
車
両
の
出
入
り
が
で

き
な
く
な
り
ま
す
の
で
、
駅
東
口

を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。（
バ
ス
・

タ
ク
シ
ー
に
つ
い
て
は
今
ま
で
通

り
利
用
で
き
ま
す
）

工
事
期
間
中
は
通
勤
・
通
学
な

ど
で
市
民
の
皆
さ
ん
に
は
、
ご
不

便
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

ご
理
解
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

工
事
期
間

１１
月
中
旬
〜
平
成
２２
年
３
月

問
い
合
わ
せ

■西
建
設
課

�（
３７
）５
１
１
２

男
女
共
同
参
画
に
関
す
る

ア
ン
ケ
ー
ト
に
協
力
を

本
市
に
お
け
る
男
女
共
同
参
画

の
推
進
状
況
や
市
民
意
識
の
実
態

を
把
握
し
、
今
後
の
取
り
組
み
に

反
映
さ
せ
る
た
め
、
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
を
実
施
し
ま
す
。

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
が
届
い
た
人

は
、
１２
月
１
日
ま
で
に
返
送
し
て

く
だ
さ
い
。
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

実
施
期
間

１１
月
１０
日
�
〜
１２
月
１
日
�

対

象

２０
歳
以
上
、
７０
歳
未
満

の
男
女
２
０
０
０
人

調
査
方
法

郵
送
方
式

問
い
合
わ
せ

■本
市
民
協
働
推
進
課

�（
６２
）７
０
１
９

住
生
活
調
査
に
協
力
を

１２
月
１
日
、
全
国
で
平
成
２０
年

住
生
活
総
合
調
査
が
行
わ
れ
ま
す
。

こ
の
調
査
は
、
住
生
活
の
安

定
・
向
上
に
係
る
総
合
的
な
施
策

を
推
進
す
る
上
で
必
要
と
な
る
基

礎
資
料
を
得
る
た
め
に
、
居
住
環

境
を
含
め
た
住
生
活
全
般
に
関
す

る
実
態
や
居
住
者
の
意
向
・
満
足

度
を
総
合
的
に
調
査
す
る
も
の
で
、

５
年
ご
と
に
実
施
す
る
も
の
で
す
。

１０
月
に
実
施
さ
れ
た
住
宅
・
土

地
統
計
調
査
に
回
答
い
た
だ
い
た

世
帯
の
中
か
ら
、
無
作
為
抽
出
し

た
約
２
８
０
世
帯
に
調
査
を
お
願

い
し
ま
す
。

１１
月
下
旬
か
ら
統
計
調
査
員
証

を
持
っ
た
調
査
員
が
、
対
象
と
な

っ
た
世
帯
を
訪
問
し
ま
す
。

こ
の
調
査
は
統
計
以
外
の
目
的

に
は
使
用
し
ま
せ
ん
。
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

■本
都
市
計
画
課�（

６２
）７
１
５
９

建
築
物
等
実
態
調
査
を
実
施
し
て
い
ま
す

国
土
交
通
省
で
は
、
都
道
府
県
と
市
町
村
の
協
力
の
も
と
、
１１
月
に

「
平
成
２０
年
度
建
築
物
等
実
態
調
査
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
調
査

は
、
住
宅
・
建
築
行
政
な
ど
の
基
礎
資
料
を
得
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

毎
年
実
施
し
て
い
ま
す
。

こ
の
調
査
の
内
容
は
、
統
計
に
関
す
る
こ
と
以
外
の
目
的
に
は
使
用

し
ま
せ
ん
の
で
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

調
査
期
間

１１
月
４
日
�
〜
２８
日
�

調
査
地
区
（
地
図
参
照
）

①
石
林
の
一
部

②
太
夫
塚
２
丁
目
の
一
部

③
東
赤
田
の
一
部

④
上
大
貫
の
一
部

調
査
方
法

調
査
員
が
各
家
庭
を
訪
問
し
て
、
質
問
形
式
に
よ
り
実
施

し
ま
す

問
い
合
わ
せ

■本
建
築
指
導
課

�（
６２
）７
３
１
６

■本市役所本庁舎
〒325‐8501 共墾社１０８番地２

■西西那須野庁舎
〒329‐2792 あたご町２番３号

■塩塩原庁舎
〒329‐2993 中塩原１番地２

箒根出張所
〒329‐2801 関谷１２６６番地４

１６平成２０年１１月５日号



要
介
護
認
定
を
受
け
て

い
る
皆
さ
ん
へ

税
の
申
告
に
お
い
て
、
身
体
障

害
者
手
帳
な
ど
を
持
っ
て
い
る
人

は
、
障
害
者
控
除
ま
た
は
特
別
障

害
者
控
除
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

こ
の
た
び
、
市
で
は
障
害
者
手

帳
を
所
持
し
て
い
な
く
て
も
、
要

介
護
認
定
（
要
支
援
認
定
者
を
除

く
）
を
受
け
て
い
る
６５
歳
以
上
の

人
で
、
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受

け
て
い
る
人
と
同
程
度
の
障
害
が

あ
る
と
認
定
さ
れ
た
人
に
つ
い
て
、

「
障
害
者
控
除
対
象
認
定
書
」
を

交
付
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
認

定
書
を
申
告
の
と
き
に
提
示
す
る

と
障
害
者
控
除
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。（
平
成
２０
年
分
か
ら
）

◆
障
害
者
認
定
を
受
け
る
に
は

本
庁（
各
支
所
）の
福
祉
担
当
に

「
障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
申

請
書
」
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い

※
次
の
手
帳
を
持
っ
て
い
る
人
は

申
請
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

・
身
体
障
害
者
手
帳
の
１
、
２
級

・
療
育
手
帳
Ａ
（
Ａ
１
、
Ａ
２
）

・
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１

級
受
付
期
間

１１
月
１０
日
�
〜
来
年

３
月
１６
日
�

問
い
合
わ
せ

■本
高
齢
福
祉
課�（

６２
）７
１
１
３

年
末
調
整
や
確
定
申
告

に
は
社
会
保
険
料
（
国

民
年
金
保
険
料
）
控
除

証
明
書
を
忘
れ
ず
に

国
民
年
金
保
険
料
は
、
納
め
た

保
険
料
の
全
額
が
所
得
税
・
市
民

税
な
ど
の
社
会
保
険
料
控
除
の
対

象
と
な
り
ま
す
。

国
民
年
金
保
険
料
を
年
末
調
整

や
確
定
申
告
の
際
に
社
会
保
険
料

控
除
と
し
て
申
告
す
る
場
合
は
、

毎
年
１
月
１
日
か
ら
１２
月
３１
日
ま

で
の
間
に
納
め
た
（
見
込
み
を
含

む
）
国
民
年
金
保
険
料
の
額
を
証

明
す
る
「
社
会
保
険
料
（
国
民
年

金
保
険
料
）
控
除
証
明
書
」
の
添

付
が
必
要
で
す
。

送
付
さ
れ
る
時
期

社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険

料
）
控
除
証
明
書
は
、
毎
年
１１

月
上
旬
に
社
会
保
険
庁
か
ら
は

が
き
で
送
付
さ
れ
ま
す
の
で
、

申
告
の
手
続
き
を
す
る
と
き
ま

で
大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

※
年
の
途
中
か
ら
国
民
年
金
に
加

入
し
た
場
合
な
ど
で
、
平
成
２０

年
１０
月
１
日
か
ら
１２
月
３１
日
ま

で
の
間
に
初
め
て
国
民
年
金
保

険
料
を
納
め
た
人
は
、
平
成
２１

年
２
月
上
旬
に
同
様
の
証
明
書

が
送
付
さ
れ
ま
す
。

そ
の
他

家
族
の
国
民
年
金
保
険
料
を
納

め
た
場
合
は
、
納
め
た
保
険
料

全
額
が
納
め
た
人
の
所
得
税
・

市
民
税
な
ど
の
控
除
対
象
と
な

り
ま
す
の
で
、
年
末
調
整
な
ど

の
手
続
き
の
際
に
自
分
の
社
会

保
険
料
の
額
と
合
算
し
て
申
告

し
て
く
だ
さ
い
。

こ
の
場
合
、
家
族
分
の
「
社
会

保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）

控
除
証
明
書
」
も
申
告
す
る
人

の
申
告
書
に
添
付
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

※
紛
失
し
て
し
ま
っ
た
と
き
な
ど

は
、
次
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

控
除
証
明
書
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

�
０
５
７
０（
０
７
０
）１
１
７

※
Ｉ
Ｐ
電
話
の
人
は
こ
ち
ら

大
田
原
社
会
保
険
事
務
所

�
０
２
８
７（
２２
）６
３
１
３

平成２０年分所得税決算説明会
本年から、所得税青色申告決算書は、所得税および消費税の確定申告書に同封され、来年１月の発送に
なります。
そのため、説明会で使用する資料は、当日、会場で配付します。

主な対象地区
（対象地区以外の会場でも出席できます）

旧西那須野地区、旧塩原地区

大田原市

旧黒磯地区

那須塩原市、那須町

那須町

問い合わせ 大田原税務署 個人課税第一部門記帳指導担当 �０２８７（２２）３１１５ 内線４２
※この電話番号に電話がつながると、自動音声案内が流れますので、（２）を選んでください。

会 場

三島ホール

大田原市
総合文化会館

黒磯文化会館

那須町文化センター

時 間

午後２時～４時

午前１０時～正午

午後２時～４時

午前１０時～正午

午後２時～４時

午後２時～４時

内 容

営業所得関係

営業所得関係

農業所得関係

営業所得関係

農業所得関係

営業所得関係

開催日

１２月２日�

１２月３日�

１２月４日�

１２月５日�

●９月の火災と救急●
火災のテレフォンサービス
�０１８０－９９２００９（黒磯地区）
�（２２）０１１９（西那須野・塩原地区）
◎火災…建物 ２件・林野 ０件・その他 ０件
平成２０年の累計 ４２件
◎救急…交通４９件・急病１５０件・その他７３件
平成２０年の累計２６５４件
問い合わせ
黒磯那須消防組合消防本部 �（６２）０８６４
西那須野分署 �（３６）２３００
塩原分署 �（３２）２９４９

１７

くく
らら
しし
のの
情情
報報

※
�
市
内
は
市
外
局
番
０
２
８
７
を
省
略
し
て
い
ま
す
。



個
人
住
民
税
の
特
別
徴

収
に
協
力
を

給
与
所
得
者
の
個
人
住
民
税

（
市
県
民
税
）
に
つ
い
て
は
、
地

方
税
法
の
規
定
に
よ
り
、
給
与
支

払
者
（
事
業
者
）
が
、
給
与
の
支

払
い
を
す
る
際
に
毎
月
徴
収
し
、

市
町
村
に
納
入
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
（
特
別
徴
収
制
度
）。

所
得
税
は
給
与
か
ら
源
泉
徴
収

さ
れ
て
い
る
が
、
個
人
住
民
税
は

徴
収
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
こ
の
よ
う
な

場
合
に
は
、
市
と
県
税
事
務
所
が

協
力
し
、
特
別
徴
収
を
行
っ
て
も

ら
う
よ
う
、
給
与
支
払
者
に
指
導

を
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

■本
課
税
課

�（
６２
）７
１
２
１

平
成
２１
年
版

県
民
手
帳
を
販
売

平
成
２１
年
版
県
民
手
帳
を
販
売

し
ま
す
。
予
約
な
し
で
購
入
で
き

ま
す
の
で
、
次
の
い
ず
れ
か
の
窓

口
で
お
求
め
く
だ
さ
い
。

販
売
場
所

・
市
役
所
本
庁
３
階
市
民
協
働
推

進
課

・
西
那
須
野
支
所
総
務
税
務
課

（
１
階
１
番
窓
口
）

・
塩
原
支
所
総
務
税
務
課

・
箒
根
出
張
所

価
格
（
税
込
み
）

ポ
ケ
ッ
ト
判

３
７
０
円

大
型
判

５
２
０
円

販
売
期
限

来
年
１
月
３０
日
�

問
い
合
わ
せ

■本
市
民
協
働
推
進
課

�（
６２
）７
１
０
５

還
付
金
詐
欺
に
注
意
！

最
近
、
県
内
で
還
付
金
詐
欺
が

発
生
し
ま
し
た
。
高
齢
者
が
、
後

期
高
齢
者
医
療
保
険
料
を
還
付
す

る
と
い
う
役
場
職
員
を
名
乗
る
男

か
ら
の
電
話
を
受
け
、
指
示
ど
お

り
に
現
金
自
動
預
け
払
い
機
（
Ａ

Ｔ
Ｍ
）
に
行
き
、
操
作
し
た
と
こ

ろ
、
他
人
名
義
の
口
座
に
１
１
９

万
円
余
り
を
振
り
込
み
、
だ
ま
し

と
ら
れ
た
と
い
う
も
の
で
す
。

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
を
は

じ
め
、
税
金
、
保
険
料
な
ど
の
還

付
は
、
市
か
ら
本
人
に
通
知
で
連

絡
し
、
本
人
が
指
定
す
る
口
座
に

振
り
込
み
ま
す
。
現
金
自
動
預
け

払
い
機
（
Ａ
Ｔ
Ｍ
）
の
操
作
を
お

願
い
す
る
こ
と
は
絶
対
に
あ
り
ま

せ
ん
。

こ
の
よ
う
な
電
話
を
う
け
た
場

合
は
、
相
手
の
指
示
に
従
う
こ
と

な
く
、
市
の
課
税
課
に
確
認
し
て

く
だ
さ
い
。
そ
の
際
、
相
手
が
教

え
た
電
話
番
号
に
は
電
話
せ
ず
に
、

次
の
【
問
い
合
わ
せ
】
の
番
号
に

電
話
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

■本
課
税
課

�（
６２
）７
１
２
０

大
規
模
な
土
地
取
引
に

は
届
け
出
が
必
要
で
す

一
定
面
積
以
上
の
大
規
模
な
土

地
取
引
を
し
た
と
き
に
は
、
国
土

利
用
法
に
基
づ
き
、
届
け
出
が
必

要
で
す
。

対

象

取
得
し
た
土
地
の
面
積

が
都
市
計
画
区
域
内
で
５
０
０

０
㎡
（
区
域
外
で
は
１
万
㎡
）

以
上
の
場
合

条

件

売
買
、
交
換
、
営
業
譲

渡
、
代
物
弁
済
な
ど
に
よ
り
土

地
に
関
す
る
権
利
移
転
の
契
約

を
し
た
と
き

届
け
出
期
間

契
約
日
を
含
め
て
２
週
間
以
内

届
け
出
義
務
者

土
地
の
権
利
取
得
者

そ
の
他

個
々
の
面
積
が
小
さ
く

て
も
、
取
得
す
る
土
地
の
合
計

が
対
象
面
積
以
上
に
な
る
場
合

は
、
取
得
す
る
ご
と
に
届
け
出

が
必
要
で
す
。
提
出
書
類
や
届

け
出
な
ど
、
詳
し
く
は
次
に
問

い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

■本
都
市
計
画
課�（

６２
）７
１
５
９

「
緑
の
募
金
」あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た

緑
の
募
金
は
、
皆
さ
ん
の
ご
協

力
に
よ
り
、
２
６
８
万
２
１
４
７

円
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
皆
さ
ん
か

ら
寄
せ
ら
れ
た
こ
の
募
金
は
、
身

近
な
緑
づ
く
り
や
緑
の
保
護
の
た

め
に
活
用
さ
れ
ま
す
。

募
金
結
果
（
地
区
別
）

・
黒
磯
地
区１

４
７
万
１
３
７
０
円

・
西
那
須
野
地
区

９
７
万
９
６
０
８
円

・
塩
原
地
区

２
３
万
１
１
６
９
円

問
い
合
わ
せ

■本
農
林
整
備
課�（

６２
）７
１
４
８

■西
産
業
観
光
課�（

３７
）５
１
０
８

■塩
産
業
観
光
建
設
課

�（
３２
）２
９
１
３

那
須
塩
原
市
緑
化
推
進
委
員
会

事
務
局
（
市
施
設
振
興
公
社
）

�（
３６
）４
７
８
５

行
財
政
改
革
懇
談
会
を

傍
聴
で
き
ま
す

と

き
１１
月
２１
日
�

午
後
２
時

と
こ
ろ

市
役
所
本
庁
舎
２
０

１
・
２
０
２
会
議
室

そ
の
他

申
し
込
み
の
必
要
は
あ

り
ま
せ
ん
。

※
当
日
、
開
始
時
刻
１０
分
前
ま
で

に
直
接
会
場
へ
き
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

■本
企
画
情
報
課�（

６２
）７
１
０
６

②
税
額
の
計
算

④給与の支払いの際に税額（③）を徴収
（６月から翌年５月までの毎月の給与支払日）

【特別徴収制度の流れ】

市

町

村

①給与支払報告書の提出（２月２日まで）

③特別徴収税額の通知（５月３１日まで）

⑤税額の納入（翌月１０日まで）

給与所得者
（納税者）

給
与
支
払
者

（
事
業
者
）

③

ごみ分別・収集・有料化説明会の
会場が一部変更になります

と き １１月１２日� 午後７時
ところ いきいきふれあいセンター

↓
（変更後）上黒磯集落センター

問い合わせ
■本環境対策課 �（６２）７３０１

１８平成２０年１１月５日号



防
火
ポ
ス
タ
ー
（
絵
画
）

入
選
者
決
定

塩
原
防
火
管
理
協
会
が
塩
原
地

区
の
各
小
中
学
校
か
ら
募
集
し
た

火
災
予
防
ポ
ス
タ
ー
の
入
賞
者
が

決
ま
り
ま
し
た
。

入
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
最
優
秀
賞
】（
敬
称
略
）

小
学
校
の
部

藤
田
勘
介
（
金
沢
小
６
年
）

中
学
校
の
部

室
井
大
輝
（
箒
根
中
２
年
）

【
金
賞
】（
敬
称
略
）

河
合
萌
子
（
箒
根
中
１
年
）

【
銀
賞
】（
敬
称
略
）

井
谷
田
翔
馬（
塩
原
小
５
年
）

大
塚
幹
久
（
塩
原
小
５
年
）

菅
原
悠
太
（
箒
根
中
１
年
）

君
島
結
奈
（
箒
根
中
２
年
）

【
銅
賞
】（
敬
称
略
）

二
瓶
海
輝
（
箒
根
中
１
年
）

床
井
俊
紀
（
塩
原
中
２
年
）

君
島
希
美
世（
箒
根
中
２
年
）

※
出
展
作
品
は
、
火
災
予
防
期
間

中
（
１１
月
９
日
�
〜
１５
日
�
）

ハ
ロ
ー
プ
ラ
ザ
に
展
示
し
ま
す
。

※
最
優
秀
賞
作
品
に
つ
い
て
は
、

防
火
ポ
ス
タ
ー
を
作
成
し
、
事

業
所
や
学
校
に
配
布
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

大
田
原
地
区
広
域
消
防
組
合

塩
原
分
署
（
塩
原
防
火
管
理
協

会
事
務
局
）
�（
３２
）２
９
４
９

記
録
会
開
催
に
よ
る

交
通
規
制
の
お
知
ら
せ

第
５０
回
栃
木
県
郡
市
町
対
抗
駅

伝
競
走
大
会
那
須
地
区
合
同
記
録

会
開
催
に
伴
い
、
鳥
野
目
河
川
公

園
お
よ
び
そ
の
周
辺
道
路
で
交
通

規
制
が
行
わ
れ
ま
す
。

河
川
公
園
お
よ
び
周
辺
道
路
を

利
用
す
る
際
は
注
意
し
て
く
だ
さ

い
。

と

き

１１
月
１６
日
�
お
よ
び
１２

月
１３
日
�

午
前
９
時
３０
分
〜
１１
時
３０
分

と
こ
ろ

鳥
野
目
河
川
公
園
内
お

よ
び
ホ
テ
ル
覚
楽
付
近

問
い
合
わ
せ

那
須
地
区
体
育
協
会
事
務
局

�
０
２
８
７（
２３
）２
１
７
７

■西
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

�（
３７
）５
４
３
９

新
幹
線
夜
間
走
行
試
験

を
実
施
し
ま
す

Ｊ
Ｒ
東
日
本
で
は
、
デ
ジ
タ
ル

列
車
無
線
を
使
用
し
た
列
車
番
号

送
受
信
装
置
の
更
新
に
伴
い
、
事

前
に
シ
ス
テ
ム
の
動
作
確
認
を
行

う
た
め
、
夜
間
走
行
試
験
を
実
施

し
ま
す
。

と
き
・
試
験
区
間

①
１１
月
１８
日
�

（
予
備
日

来
年
１
月
２０
日
�
）

午
前
２
時
１０
分
〜
２
時
５０
分

那
須
塩
原
駅
〜
宇
都
宮
駅
間

②
１１
月
２７
日
�

（
予
備
日

来
年
１
月
２７
日
�
）

午
前
１
時
１０
分
〜
４
時
１０
分

那
須
塩
原
駅
〜
新
白
河
駅
間

※
走
行
時
刻
は
、
当
日
の
列
車
運

行
状
況
や
試
験
の
進
捗
状
況
に

よ
り
時
刻
が
若
干
変
動
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

列
車
本
数

各
日
上
下
計
２
本

そ
の
他

通
常
よ
り
遅
い
速
度
（
時
速
約

１
６
０
㎞
）
で
走
行
し
ま
す

問
い
合
わ
せ

東
日
本
旅
客
鉄
道
㈱
大
宮
支
店

設
備
部
企
画
課

�
０
４
８（
６
２
３
）７
４
２
３

■本
環
境
対
策
課�（

６２
）７
１
４
１

募
集

塩
谷
看
護
専
門
学
校

看
護
学
生
募
集
（
一
般
）

試
験
日

１２
月
６
日
�
（
学
力
試
験
）

１２
月
１３
日
�
（
面
接
）

対

象
高
校
卒
業
ま
た
は
こ
れ
と
同
等

の
資
格
の
あ
る
人
、
平
成
２１
年

３
月
に
高
校
を
卒
業
見
込
み
の

人
定

員

４０
人

修
業
年
限

３
年
間
（
全
日
制
）

学
力
試
験
科
目

国
語
（
古
文
・
漢
文
を
除
く
）、

数
学
Ⅰ
・
Ａ
、
英
語
Ⅰ

申
込
期
間

１１
月
２５
日
�
〜
１２
月
１
日
�

（
当
日
消
印
有
効
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

塩
谷
看
護
専
門
学
校
事
務
局

�
０
２
８
７（
４４
）２
３
２
２

栃
木
県
産
業
技
術
大
学

校

平
成
２１
年
度
生

皆
さ
ん
に
と
っ
て
、
身
近
な
通

信
と
言
え
ば
何
を
連
想
し
ま
す
か
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、
電
話
、
光
フ

ァ
イ
バ
な
ど
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
身
近
な
通
信
に
関

す
る
技
術
の
習
得
や
、
資
格
取
得

を
目
指
し
て
学
習
し
て
み
ま
せ
ん

か
。

募
集
学
科

通
信
エ
ン
ジ
ニ
ア
科

試
験
日

１１
月
３０
日
�

試
験
内
容

学
力
試
験
（
国
語
・

数
学
）、
面
接
試
験

申
込
期
限

１１
月
２１
日
�

（
当
日
消
印
有
効
）

そ
の
他

通
信
エ
ン
ジ
ニ
ア
科
は
、
平
成

２２
年
度
に
県
北
校
か
ら
県
央
校

（
宇
都
宮
市
）
へ
移
転
す
る
た

め
、
そ
の
際
、
通
学
先
が
那
須

町
か
ら
宇
都
宮
市
に
変
更
と
な

り
ま
す

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

栃
木
県
産
業
技
術
大
学
校
県
北

校
�
０
２
８
７（
６４
）４
０
０
０

info
@
to
chig
i-nasuit.ac.jp

■HPhttp
://w
w
w
.to
chig

i-n
as

uit.ac.jp
/

研
修
会
・
講
座

水
中
運
動
教
室

と

き

１２
月
１
日
〜
２５
日
の
毎

週
月
・
木
曜
（
全
８
回
）

午
前
９
時
４５
分
〜
１０
時
４５
分

と
こ
ろ

シ
ニ
ア
セ
ン
タ
ー

対

象

６５
歳
以
上
の
介
護
保
険

認
定
を
受
け
て
い
な
い
市
民

定

員

１０
人

内

容
温
泉
プ
ー
ル
で
ス
ト
レ
ッ
チ
、

足
腰
の
運
動
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

な
ど
を
行
い
ま
す

参
加
費

１
回
当
た
り
３
０
０
円

申
込
期
限

１１
月
２０
日
�

そ
の
他

送
迎
は
あ
り
ま
せ
ん

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

市
シ
ニ
ア
セ
ン
タ
ー

�（
７３
）２
２
１
０

１９

くく
らら
しし
のの
情情
報報

※
�
市
内
は
市
外
局
番
０
２
８
７
を
省
略
し
て
い
ま
す
。



地
域
福
祉
活
動
を
支
え

る
人
材
育
成
研
修
会

も
う
一
度
、
地
域
の
「
つ
な
が

り
」「
支
え
合
い
」
を
取
り
も
ど
し
、

住
民
の
皆
さ
ん
自
身
で
、
安
心
で

き
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
き

ま
し
ょ
う
。（
全
３
回
）

◆
第
１
回

と

き

１１
月
１５
日
�

午
後
１
時
３０
分

と
こ
ろ

い
き
い
き
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

内

容

①
大
石
剛
氏
（
国
際
医
療
福
祉
大

学
教
授
）
に
よ
る
講
話

②
活
動
事
例
発
表

東
原
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
、

下
永
田
地
区
社
会
福
祉
協
議
会

◆
第
２
回

と

き

１２
月
１３
日
�

午
後
１
時
３０
分
〜

と
こ
ろ

ハ
ロ
ー
プ
ラ
ザ

内

容

①
永
森
英
明
氏
（
大
田
原
市
社
会

福
祉
協
議
会
）
に
よ
る
講
話

②
活
動
事
例
発
表

大
田
原
市
西
部
地
区
社
会
福
祉

協
議
会

・
地
域
に
お
け
る
食
事
サ
ー
ビ
ス

・
老
人
ク
ラ
ブ
と
子
ど
も
の
交
流

・
地
域
福
祉
ま
つ
り

◆
共
通
事
項

対

象

市
民

参
加
費

無
料

そ
の
他

・
申
し
込
み
は
不
要
で
す

・
第
３
回
目
は
来
年
２
月
に
開
催

予
定
で
す
（
詳
し
く
は
後
日
発

行
の
広
報
誌
で
紹
介
し
ま
す
）

問
い
合
わ
せ

市
社
会
福
祉
協
議
会
本
所

�（
３７
）５
１
２
２

そ
ば
打
ち
教
室

と

き

１１
月
２９
日
〜
１２
月
１３
日

の
毎
週
土
曜

午
前
１０
時

と
こ
ろ

板
室
自
然
遊
学
セ
ン
タ
ー

定

員

各
回
１６
人

参
加
費

５
０
０
円

講

師

高
林
麺
道
楽

申
込
開
始

１１
月
１２
日
�

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

板
室
自
然
遊
学
セ
ン
タ
ー

�（
６９
）０
２
３
１

摂
食
障
害
研
修
会

と

き

１２
月
１１
日
�

午
後
１
時
３０
分
〜
３
時
３０
分

と
こ
ろ

栃
木
県
精
神
保
健
福
祉

セ
ン
タ
ー
（
宇
都
宮
市
）

対

象

教
育
・
医
療
・
行
政
機

関
の
相
談
関
係
者
な
ど

内

容
渡
辺
久
子
氏
（
慶
應
義
塾
大
学

医
学
部
医
師
）
に
よ
る
講
話

定

員

１
５
０
人

申
込
期
限

１１
月
２１
日
�

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

栃
木
県
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

�
０
２
８（
６
７
３
）８
７
８
５

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

シ
ル
バ
ー
ア
ク
セ
サ
リ
ー

講
座

と

き

１２
月
４
日
〜
１８
日
の
毎

週
木
曜（
各
回
ご
と
に
受
け
付
け
）

午
後
７
時
〜
９
時

と
こ
ろ

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

対

象

市
民
ま
た
は
市
内
勤
務

で
お
お
む
ね
３５
歳
以
下
の
勤
労

青
少
年

※
定
員
に
満
た
な
い
場
合
は
対
象

以
外
の
人
も
受
け
付
け
ま
す
。

定

員

各
回
１０
人

※
申
込
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
。

内

容

彫
金
作
り
の
体
験

（
４
日：

リ
ン
グ
、
１１
日：

ペ

ン
ダ
ン
ト
、
１８
日：

ピ
ア
ス
ま

た
は
ス
ト
ラ
ッ
プ
）

※
希
望
す
る
日
に
参
加
し
て
く
だ

さ
い
。
複
数
受
講
も
可
。

参
加
費

各
回
２
０
０
０
円

※
教
材
費
以
外
に
利
用
者
会
費
が

１
０
０
０
円
必
要
で
す
。

申
込
期
限

１１
月
２１
日
�

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

■本
商
工
観
光
課�（

６２
）７
１
５
４

催
し

第
８０
回

ち
い
さ
な

ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト

と

き

１１
月
２６
日
�

午
後
０
時
１０
分
〜
０
時
４５
分

と
こ
ろ

市
役
所
本
庁
舎
市
民
室

内

容

サ
ク
ソ
フ
ォ
ン
演
奏

（
木
村
義
満
氏
）

主

催
ひ
と
と
き
コ
ン
サ
ー
ト
の
会

問
い
合
わ
せ

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

�（
７３
）０
０
７
３

創
立
３０
周
年

交
流
学

習
発
表
会
「
な
よ
う
祭
」

児
童
生
徒
の
日
ご
ろ
の
学
習
成

果
を
発
表
し
ま
す
。

と

き

１１
月
１５
日
�

午
前
９
時
３０
分

と
こ
ろ

県
立
那
須
特
別
支
援
学
校

内

容
演
技
発
表
、
作
品
展
、
製
品
販

売
、
バ
ザ
ー

ほ
か

問
い
合
わ
せ

県
立
那
須
特
別
支
援
学
校

�（
３６
）４
５
７
０

FAX
�（
３７
）５
４
８
８

男女共同参画フォーラム２００８
ひと ひと

女と男 ともに輝くまちづくり
市および市女性団体連絡協議会では、男女共同参
画を皆さんに分かりやすく、楽しく理解してもらえ
るようフォーラムを開催します。
浜美枝さんの生きかたから、素敵な暮らしへのヒ
ントをもらってみませんか。

と き １２月１４日� 午後１時３０分
ところ 三島ホール
内 容
オープニングアトラクション
フラダンス（アロハ・フラの会）
講演：「明日を素敵に生きる」

浜 美枝氏（女優）
入場料 無料（ただし、整理券が必要です）
※整理券配布場所
市民協働推進課（市役所本庁舎３階）、ハロープ
ラザ、三島ホール
その他 一時保育あり（無料、定員になり次第締め

切り）
問い合わせ ■本市民協働推進課 �（６２）７０１９

浜 美枝 氏

２０平成２０年１１月５日号



音
楽
を
め
い
っ
ぱ
い

楽
し
も
う

第
２３
回
街
か
ど
音
楽
会

過
去
２２
回
で
、
延
べ
約
２
５
０

組
、
６
０
０
人
以
上
が
出
場
し
た

街
か
ど
音
楽
会
。
今
回
も
初
登
場

の
ユ
ニ
ッ
ト
が
意
欲
満
々
。
ま
た
、

那
須
町
在
住
の
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
、

助
川
久
美
子
さ
ん
が
ゲ
ス
ト
出
演

す
る
予
定
で
す
。

演
奏
は
原
則
と
し
て
事
前
登
録

制
で
す
が
、
飛
び
入
り
の
参
加
も

受
け
付
け
ま
す（
午
後
１
時
ま
で
）。

出
演
者
は
、
設
営
か
ら
撤
収
ま
で

を
手
伝
い
な
が
ら
ス
タ
ッ
フ
と
会

場
の
雰
囲
気
を
つ
か
ん
で
上
達
し

て
い
き
ま
す
。

と

き

１１
月
１６
日
�

正
午
〜
午
後
３
時

※
雨
天
中
止
。

と
こ
ろ

Ｊ
Ｒ
西
那
須
野
駅
西
口

駅
前
公
園

参
加
費
／
入
場
料

無
料

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

Ｎ
Ｓ
Ｓ
Ｐ
（
那
須
野
が
原
サ
ウ

ン
ド
シ
ャ
ワ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

事
務
局
）
カ
フ
ェ
ヴ
ィ
ラ
ー
ジ

ュ
内

�（
３６
）８
６
０
０

黒
磯
地
区
小
中
学
校

特
別
支
援
学
級

合
同
学
習
発
表
会

と

き
１１
月
２１
日
�

午
前
９
時
３０
分

〜
午
後
０
時
３０
分

と
こ
ろ

黒
磯
文
化
会
館

入
場
料

無
料

問
い
合
わ
せ

黒
磯
小
学
校

稲
垣

�（
６０
）１
２
９
０

労
働
時
間
適
正
化

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

栃
木
労
働
局
で
は
、
１１
月
を
労

働
時
間
適
正
化
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
と

し
、
長
時
間
の
労
働
な
ど
に
関
す

る
無
料
電
話
相
談
を
実
施
し
ま
す
。

と

き

１１
月
２２
日
�

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

無
料
相
談
連
絡
先

�
０
１
２
０（
８
９
７
）７
１
３

問
い
合
わ
せ

栃
木
労
働
局

�
０
２
８（
６
３
４
）９
１
１
５

仕
事
と
家
庭
の
両
立

支
援
セ
ミ
ナ
ー

と

き
１１
月
２６
日
�

午
後
１
時
３０
分

と
こ
ろ

と
ち
ぎ
産
業
交
流
セ
ン
タ
ー

（
宇
都
宮
市
刈
沼
町
）

講

師
渥
美
由
喜
氏
（
富
士
通
総
研
主

任
研
究
員
）

問
い
合
わ
せ

県
労
働
政
策
課

�
０
２
８（
６
２
３
）３
２
１
９

知
ろ
う
、聞
こ
う
、味
わ
お
う

ア
ジ
ア
ン
カ
レ
ー
と

人
々
の
く
ら
し

市
国
際
交
流
協
会
と
ア
ジ
ア
学

院
で
は
、
地
域
で
交
流
す
る
機
会

を
設
け
、
さ
ま
ざ
ま
な
国
の
文
化

へ
の
理
解
を
深
め
る
た
め
、
会
食

と
交
流
会
を
開
催
し
ま
す
。

こ
の
機
会
に
、
ぜ
ひ
異
文
化
に

触
れ
て
み
ま
せ
ん
か
。

と

き
１１
月
２２
日
�

午
後
６
時
１５
分

と
こ
ろ

狩
野
公
民
館

内

容
ア
ジ
ア
学
院
特
製
の
カ
レ
ー
を

味
わ
い
、
講
師
の
母
国
で
の
活

動
や
く
ら
し
の
様
子
を
聞
く
、

会
食
と
交
流
の
ひ
と
と
き
で
す

【
講
師
】

ギ
ル
バ
ー
ト
・
ピ
ノ
イ
・
ホ
ガ

ン
グ
氏

（
２
０
０
４
年
の
４
月
か
ら
９

カ
月
間
、
ア
ジ
ア
学
院
で
学
び
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
に
帰
国
し
て
か
ら

は
学
院
で
培
っ
た
豊
富
な
知
識

や
経
験
を
生
か
し
、
精
力
的
に

活
動
を
し
て
い
ま
す
）

定

員

３０
人

参
加
費

５
０
０
円
（
食
事
代
）

申
込
期
限

１１
月
１８
日
�

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

那
須
塩
原
市
国
際
交
流
協
会
事

務
局（
■本
市
民
協
働
推
進
課
内
）

�（
６２
）７
１
５
１

エ
コ
ラ
イ
フ
地
域
交
流

会
ｉ
ｎ
な
す
し
お
ば
ら

地
球
環
境
に
負
荷
の
少
な
い
永

続
性
の
あ
る
生
活（
エ
コ
ラ
イ
フ
）

の
普
及
を
目
指
し
、
県
内
で
活
躍

し
て
い
る
エ
コ
ラ
イ
フ
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
「
と
ち
ぎ
」
の
地
域
交
流
会

が
、
本
市
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
地

元
で
エ
コ
活
動
を
し
て
い
る
団
体

の
事
例
や
寸
劇
が
発
表
さ
れ
ま
す
。

と

き

１１
月
１４
日
�

午
後
１
時
４５
分
〜
４
時

と
こ
ろ

い
き
い
き
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

内

容

《
事
例
発
表
》

・
「
地
域
社
会
の
オ
ル
ガ
ナ
イ
ザ

ー
と
し
て
」

人
見
浩
氏
（
野
菜
直
売
所
＆

㈲
農
園
レ
ス
ト
ラ
ン
「
ア
ト

ム
」
経
営
）

・
「
石
油
の
替
わ
り
に
温
泉
が
あ

る
じ
ゃ
ん
！
」

稲
川
裕
之
氏
（
那
須
温
泉
地

球
温
暖
化
対
策
地
域
協
議
会
）

・
「
黒
磯
駅
前
活
性
化
委
員
会
の

取
り
組
み
」

渡
辺
明
紀
氏
（
黒
磯
駅
前
活

性
化
委
員
会
）

《
環
境
劇
》

「
も
っ
た
い
な
い
ば
あ
さ
ん
が

来
る
よ
」

那
須
塩
原
市
生
活
学
校

参
加
費

無
料

問
い
合
わ
せ

■本
生
活
課

�（
６２
）７
１
２
６

税
金
展
（
パ
ネ
ル
展
）

１１
月
１１
日
〜
１７
日
は
「
税
を
考

え
る
週
間
」
で
す
。

と

き
１１
月
１０
日
�
〜
１６
日
�

と
こ
ろ

・
東
武
宇
都
宮
百
貨
店
大
田
原
店

・
Ｊ
Ｒ
那
須
塩
原
駅

・
Ｊ
Ｒ
西
那
須
野
駅

ほ
か

問
い
合
わ
せ

大
田
原
税
務
署
総
務
課

�
０
２
８
７（
２２
）３
１
１
５

２１

くく
らら
しし
のの
情情
報報

※
�
市
内
は
市
外
局
番
０
２
８
７
を
省
略
し
て
い
ま
す
。
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無
料
調
停
相
談
会

宇
都
宮
地
方
・
家
庭
裁
判
所
大

田
原
支
部
所
属
の
調
停
員
が
相
談

に
応
じ
ま
す
。

と
き
／
と
こ
ろ

①
１１
月
１９
日
�
／
い
き
い
き
ふ
れ

あ
い
セ
ン
タ
ー

②
１１
月
２６
日
�
／
矢
板
公
民
館

※
時
間
は
共
に
午
前
１０
時
〜
午
後

３
時
で
す
。

主
な
相
談
内
容

・
土
地
、
建
物
、
金
銭
、
交
通
事

故
な
ど
の
民
事
に
関
す
る
こ
と

・
夫
婦
、
親
子
、
相
続
、
戸
籍
な

ど
の
家
事
に
関
す
る
こ
と

そ
の
他

申
し
込
み
不
要
、
直
接

会
場
に
き
て
く
だ
さ
い

問
い
合
わ
せ

宇
都
宮
地
方
家
庭
裁
判
所

大
田
原
支
部

�
０
２
８
７（
２２
）２
１
１
２

第
４
回
自
然
体
験
塾

と

き

１１
月
２９
日
�

午
前
９
時
〜
１１
時
３０
分

と
こ
ろ

三
島
神
社（
雨
天
時
は
社
務
所
）

対

象
市
内
の
小
学
生
と
保
護
者

内

容

木
を
使
っ
て
も
の
作
り
、

や
き
い
も
・
す
い
と
ん
を
食
べ

る

ほ
か

参
加
費

一
人
当
た
り
１
０
０
円

そ
の
他

申
し
込
み
不
要
、
直
接

会
場
に
き
て
く
だ
さ
い

問
い
合
わ
せ

自
然
体
験
塾
代
表

橋
本

�（
３６
）３
６
１
８

食
と
環
境
の
講
演
会

私
た
ち
の
食
を
取
り
巻
く
環
境

が
、
大
き
く
変
化
し
て
い
ま
す
。

大
山
地
区
車
座
談
議
運
営
委
員

会
で
は
、「
食
と
環
境
」
を
テ
ー

マ
に
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

と

き

１１
月
３０
日
�

午
後
０
時
５０
分
開
会

と
こ
ろ

大
山
公
民
館

内

容

第
１
部

午
後
１
時

「
食
文
化
の
継
承
と
創
造
」

講
師

島
津
憲
一
氏

（
公
立
高
畠
病
院
薬
局
長
、
た

か
は
た
食
文
化
研
究
会
顧
問
）

第
２
部

午
後
２
時
４５
分

「
有
機
農
業
と
桜
の
保
全
」

講
師

菊
地
良
一
氏

（
有
機
農
業
「
菊
地
農
園
」
代

表
、
和
法
薬
膳
研
究
所
主
宰
、

Ｊ
Ｏ
Ｃ
強
化
ス
タ
ッ
フ
）

※
ど
ち
ら
か
一
方
の
み
の
参
加
も

で
き
ま
す
。

参
加
費

無
料

問
い
合
わ
せ

大
山
公
民
館
�（
３７
）６
１
３
０

農
業
用
水
と
森
の
関
わ

り
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

那
須
野
ヶ
原
用
水
を
守
っ
て
行

く
た
め
に
、
農
業
用
水
と
森
林
に

つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

と

き
１１
月
１３
日
�

午
後
１
時

（
受
け
付
け
は
午
後
０
時
３０
分

か
ら
）

と
こ
ろ

三
島
ホ
ー
ル

内

容

・
志
村
尚
一
氏
に
よ
る
講
演

・
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

参
加
費

無
料

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

那
須
野
ヶ
原
土
地
改
良
区
連
合

�（
３６
）０
６
３
２

第
２５
回
黒
羽
矯
正
展

と

き
１１
月
２３
日
（
日
・
祝
）

午
前
９
時
〜
午
後
２
時
３０
分

と
こ
ろ

黒
羽
刑
務
所

内

容
刑
務
所
作
業
製
品
の
展
示
・
販

売
、
刑
務
所
内
見
学
、
各
種
イ

ベ
ン
ト
、
バ
ザ
ー
、
給
食
試
食

会
（
有
料
）、
だ
る
ま
の
絵
付

け
体
験
（
有
料
）
な
ど

問
い
合
わ
せ

黒
羽
刑
務
所

�
０
２
８
７（
５４
）１
１
９
８

５
月
下
旬
、「
君
島
さ
〜
ん
、

久
し
ぶ
り
！
」
と
、
い
つ
も
の
笑

顔
が
。
彼
、
Ｉ
君
は
２０
年
来
の
イ

ワ
ナ
研
究
の
友
人
で
あ
る
。
そ
し

て
、
私
同
様
カ
エ
ル
や
サ
ン
シ
ョ

ウ
ウ
オ
も
追
っ
か
け
て
い
る
変
わ

り
者
（
？
）
で
も
あ
る
。

１
年
ぶ
り
の
再
会
を
喜
ぶ
私
に
、

彼
が
突
然
「
君
島
さ
ん
、
塩
原
に

も
シ
ュ
レ
ー
ゲ
ル
が
い
る
ネ
！
」

と
言
っ
て
き
た
。
そ
れ
ま
で
、
見

つ
け
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
私

は
、
半
信
半
疑
で
彼
が
声
を
聞
い

た
と
い
う
田
ん
ぼ
に
直
行
で
す
。

シ
ュ
レ
ー
ゲ
ル
ア
オ
ガ
エ
ル
は
、

緑
色
を
し
た
３
〜
５
㎝
の
小
型
の

カ
エ
ル
で
す
。
目
の
周
り
が
金
色

で
、
一
番
の
特
徴
は
、
土
の
中
に

卵
を
産
む
こ
と
で
す
。

田
ん
ぼ
の
周
り
を
大
人
２
人
が

網
を
持
っ
て
歩
い
て
い
き
ま
す
。

す
る
と
、
Ｉ
君
が
「
あ
っ
た
、
あ

っ
た
、
シ
ュ
レ
ー
ゲ
ル
の
卵
が
！
」

と
叫
ん
だ
そ
の
場
所
を
私
が
の
ぞ

き
込
む
と
…
あ
り
ま
し
た
、
草
の

な
か
に
３
〜
４
㎝
の
泡
の
塊
が
。

こ
れ
が
、
私
に
と
っ
て
塩
原
で
の

シ
ュ
レ
ー
ゲ
ル
初
確
認
で
す
。
い

つ
も
な
が
ら
、
Ｉ
君
の
観
察
力
の

高
さ
に
感
心
し
な
が
ら
、
ま
だ
ま

だ
残
っ
て
い
る
塩
原
の
未
知
の
自

然
に
も
感
心
す
る
ば
か
り
の
私
で

し
た
。

次
の
日
、
シ
ュ
レ
ー
ゲ
ル
君
本

人
に
も
会
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

そ
の
目
は
『
や
っ
と
、
見
つ
け
た

ナ
！
』
と
、
笑
っ
て
い
る
よ
う
で

し
た
。

（
あ
き
お
）

金
色
目
が
か
わ
い
い
シ
ュ
レ
ー
ゲ
ル
ア
オ
ガ
エ
ル

シュレーゲルの卵

シュレーゲル本人

２２平成２０年１１月５日号



たか く あい

特別展「高久靄
がい

―関東南画・山水画の正統―」

前期 １１月１６日（日）まで
後期 １１月１９日（水）～１２月１４日（日）
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展示解説 CCDE���
F-G�!/

１１月の親子体験チャレンジ

とき／テーマ／材料費
�CCDCH��I�JKL��1M�IC��N
�CCDGE��IO�PQ�RS���IG��N
時 間 F�C��!/TF�U��V�W*�*X
ところ ��YZ[\

●白 大学ハンドベルクワイア
クリスマスコンサート

１２月６日�／午後７時開演／小ホール
自由席 一般１，０００円（友の会９００円） 子ども（３歳～

中学生）５００円
]E�����^��_�`����
��a� bac�def�c�de�g2��JJh

iKjklkm!
no pqrs

T ��tuvX

●須藤梨菜ピアノ・リサイタル
１２月２４日�／午後６時３０開演／小ホール
指定席 大人１，４００円（友の会１，３００円）

学生７００円
]�wt^��_�`����
��a�
lxJxyzK{|}~!0"c#$e
���K{���h�x��|}~

!G"c�%em!

]�&���x��x�xk�'�����
●１１月７日�配付
�x��x�S�
１２月７日�／午後３時開演／交流ホール
� � Jx����x�x��K�K�k��K

�K�kCozy
●１１月１８日�配付
Sk��x��K����R��K�xJ�
１２月１７日�／午後６時３０分開演／第１ギャラリー
� � KAZ BAND�THE Red Rabbits��8�

()��t ¡¢*
Sk��x��K����R���£S�K
１２月１８日�／午後６時３０分開演／第１ギャラリー
� � ¤¥¦KJ§�¨©ª m!

●１１月２５日�配付
Sk��x��K����R��K�xJ«
１２月２５日�／午後６時３０分開演／喫茶ラウンジ
� � +¬®¯�8°,±K²�³��h�

●１１月２６日�配付
Sk��x��K�-."��K�xJ
１２月２６日�／午後６時３０分開演／喫茶ラウンジ
� � ´�x¥�µK±�±K¶x�· m!

]¸¹��K�xJ���&�2���_�`���
Sk��x��K����R��K�xJº�»¼x
�S���~Sk
１２月２５日�／午後７時開演／交流ホール
� � �»¼x½Sµx� m!

ハーモニーホール フェスティバル
入場整理券配付

●黒磯文化会館友の会会員募集中!!

◇会員特典
�¾��¿/���0%
«ÀÁ»J�1Â�2�Ã�ÄfÅÀÁ»JÆ�Ç`
TÈÉ	f�Ê2���X
º3�ªÈÉË�ÌÍ
劇団四季ミュージカル「ウィキッド」観劇バス
ツアー参加者募集中
と き 来年３月１日�
募集人数 ４０人
※応募者多数の場合は抽選となります。
参加費 １２，０００円（チケット料金、バス代、保険

料を含む）
応募方法 Î4�`	BÄÏ�ÐÑ1=>+
応募期限 CGDV��56

◇年会費 ÒÓªÔ１，０００N Õ7ªÔ２，０００N
◇申し込み方法 Ö×8ØªYÙÚÄfÅ09Û:��
-ª;�<ÜBÏ�ÐÑ1=>+

Ý�1��Ö×8ØªY3�ªÈ=ÞË>+ßA�1
=>+�

那須野が原博物館 �0287(36)0949
http : //www2.city.nasushiobara.lg.jp/hakubutsukan/

黒磯文化会館 �0287(63)3219
http : //www.kurobun.com/

那須野が原ハーモニーホール
�0287(24)0880 http : //www.nasu-hh.com/

須藤梨菜

雪山行旅図（龍泉寺蔵）
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第
８
回
な
す
し
お
ば
ら
童
謡

フ
ェ
ス
タ
を
開
催
し
ま
す

今
年
の
な
す
し
お
ば
ら
童
謡
フ
ェ
ス

タ
は
、「
童
謡
で
つ
づ
る
日
本
の
四
季
」

を
テ
ー
マ
に
、
お
な
じ
み
の
童
謡
・
唱

歌
の
コ
ン
サ
ー
ト
を
行
い
ま
す
。

と

き

１１
月
２４
日
（
月
・
休
）

午
後
１
時
３０
分
開
演
（
１
時
開
場
）

と
こ
ろ

黒
磯
文
化
会
館

大
ホ
ー
ル

内

容

・
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

「
小
さ
い
秋
み
つ

け
た
」「
里
の
秋
」
ほ
か

・
ゲ
ス
ト
宮
本
哲
朗
コ
ン
サ
ー
ト

「
待
ち
ぼ
う
け
」「
わ
れ
は
海
の
子
」

「
黄
金
虫
」「
月
の
砂
漠
」
ほ
か

・
な
す
し
お
ば
ら
童
謡
フ
ェ
ス
タ
合
唱

団
コ
ン
サ
ー
ト

「
牧
場
の
朝
」「
ゆ

り
か
ご
の
歌
」
ほ
か

・
ゲ
ス
ト
と
な
す
し
お
ば
ら
童
謡
フ
ェ

ス
タ
合
唱
団
の
共
演

「
子
鹿
の
バ

ン
ビ
」「
う
み
」
ほ
か

入
場
料

無
料

合
唱
団
参
加
団
体
（
順
不
同
）

日
新
中
学
校
合
唱
部
、
厚
崎
中
学
校

合
唱
部
、
東
那
須
野
中
学
校
合
唱
部
、

高
林
中
学
校
合
唱
部
、
西
原
合
唱
団

「
ド
ル
チ
ェ
」、
黒
磯
少
年
少
女
合

唱
団
、
な
す
の
が
は
ら
共
英
女
声
合

唱
団
、
女
声
コ
ー
ラ
ス
き
さ
ら
ぎ
、

黒
磯
女
声
コ
ー
ラ
ス
〝
風
〞
、
か
で

ん
つ
、
く
ろ
い
そ
オ
ペ
ラ
を
つ
く
る

会
、
一
般
参
加
者

◆
宮
本
哲
朗
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

宇
都
宮
市
出
身
。
国
立
音
楽
大
学
に

進
学
し
、
故
内
田
る
り
子
氏
に
師
事
。

同
オ
ペ
ラ
研
究
科
を
修
了
。
オ
ペ
ラ
で

は
「
魔
笛
」
の
パ
パ
ゲ
ー
ノ
役
で
デ
ビ

ュ
ー
。
そ
の
後
、「
フ
ィ
ガ
ロ
の
結
婚
」

「
ド
ン
・
ジ
ョ
バ
ン
ニ
」
な
ど
、
モ
ー

ツ
ァ
ル
ト
の
作
品
を
中
心
に
多
く
の
舞

台
に
出
演
。
ま
た
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
テ
レ
ビ
の

子
ど
も
向
け
科
学
番
組
「
四
つ
の
目
」

の
司
会
者
と
し
て
、
さ
ら
に
教
育
テ
レ

ビ
の
学
校
放
送
番
組
に
歌
の
お
兄
さ
ん

と
し
て
レ
ギ
ュ
ラ
ー
出
演
し
た
経
歴
も

あ
る
。
東
京
二
期
会
会
員
、
同
日
本
歌

曲
研
究
会
役
員
、
東
京
室
内
歌
劇
場
会

員
お
よ
び
運
営
委
員
。

問
い
合
わ
せ

な
す
し
お
ば
ら
童
謡
フ
ェ
ス
タ
実
行

委
員
会（
事
務
局
■西
生
涯
学
習
課
内
）

�
０
２
８
７（
３７
）５
４
１
９

黒
磯
地
区
文
化
協
会

秋
の
芸
術
祭
（
句
会
）

と

き

１１
月
２２
日
�

正
午
〜
午
後
４
時

と
こ
ろ

い
き
い
き
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ

ー

２
階
会
議
室

参
加
費

無
料

問
い
合
わ
せ

■西
生
涯
学
習
課

�
０
２
８
７（
３７
）５
４
１
９

◆◆◆田舎ランド鴫内 １２月の体験活動・教室参加者募集◆◆◆
開催時間
①～⑤は午前９時３０分～
正午
⑥は午前９時～午後１時

※材料費は自己負担です。
施設の貸し出しもしてい
ます。

申し込み・問い合わせ
田舎ランド鴫内
�０２８７（６８）７００６

新
し
い
風

生
涯
学
習

内 容

キノコの原木切り

手打ちうどんを作ろう

手打ちそばを作ろう

クリスマスリース

門松作り

しめ飾り作り

デコレーションケーキ

定員

２０人

２０人

２０人

５０人

４０人

４０人

１２人

と き

６日�
７日�
１３日�
１４日�
２０日�
２１日�
２１日�

事業名

林業教室

手打ちうどん教室

手打ちそば教室

木工教室

正月飾り作り教室

料理教室

１

２

３

４

５

６

１１月２３日（日・祝）
秋の収穫感謝祭
田舎ランド鴫内

時間：午前９時３０分から

問い合わせ �０２８７（６８）７００６

おいしい田舎
料理を作って
待ってます

２４平成２０年１１月５日号



に
し
な
す
の
運
動
公
園
体
育
館

臨
時
休
館
の
お
知
ら
せ

館
内
清
掃
の
た
め
、
に
し
な
す
の
運

動
公
園
体
育
館
が
次
の
と
お
り
臨
時
休

館
と
な
り
ま
す
。

休
館
日

１１
月
２５
日
�

問
い
合
わ
せ

�
市
施
設
振
興
公
社
施
設
管
理
担
当

西
那
須
野
地
区

�
０
２
８
７（
３６
）４
７
８
５

西
那
須
野
産
業
文
化
祭

将
棋
大
会

と

き

１１
月
２３
日
（
日
・
祝
）

午
前
９
時
〜
午
後
４
時
３０
分

（
初
心
者
は
午
後
３
時
３０
分
ま
で
）

と
こ
ろ

西
那
須
野
庁
舎
１
階
１
０
０
会
議
室

参
加
費

無
料

※
申
し
込
み
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。
昼

食
は
各
自
準
備
し
て
く
だ
さ
い

問
い
合
わ
せ

西
岡

潤�
０
２
８
７（
３７
）４
２
１
５

図 書 館 だ よ り
西那須野図書館 問い合わせ �0287（36）6001

内 容

絵本の読み聞かせ

紙芝居を使った楽しいお話

黒磯図書館 問い合わせ �0287（63）9031

内 容

絵本や紙芝居を使った楽しいお話

赤ちゃんと保護者対象のわらべ歌と読み聞か
せ

大型紙芝居、クリスマスカード

毎回違った児童向けの作品を上映

塩原図書館 問い合わせ �0287（35）2006

内 容

絵本・かみしばいの読み聞かせ

と き

毎週土曜 午後２時から

毎週日曜 午後２時から

と き

１１月８日、１２月１３日の土曜
午後２時から

１１月２０日、１２月４日・１８日
の木曜 午前１１時から

１２月６日� 午前１０時から

毎週日曜 午前１０時から

と き

１２月７日�
午後１時３０分～２時３０分

行事名（主催）

おはなし会（まほうのとびら）

かみしばい会（かやの実会）

行事名（主催）

おはなし会（木馬）

おはなしとわらべうたの会
（いないいないばあ）

お楽しみ会（サークルひばり）

映画会

行事名（主催）

おはなし会（むささびの会）

●スポーツ大会参加者募集
参加資格・参加費・その他

�対象・定員 市民および市内勤務者／４０人
�参 加 費 １，０００円（昼食代、運営費）
�申し込み・問い合わせ １２月５日�までに
那須塩原弓道部 小林信夫 �・FAX０２８７（３６）１５７６

�対 象 ①市内の卓球クラブおよび事業所・学校の卓球部
②那須町・大田原市の卓球クラブや卓球部に所属し
ている市民で構成されたチーム

�内容・定員 男子団体戦 女子団体戦／１団体２チーム
�参 加 費 １チーム２，５００円 中・高・専・大学生１，５００円
�申し込み・問い合わせ １１月２８日（金）までに
那須塩原市卓球クラブ 菊地透 �・FAX０２８７（３７）７６２３

ところ

三島体育
センター
弓道場

三島体育
センター

と き

１２月１４日�
午前９時３０分～
午後４時

１２月１４日�
午前８時３０分から

名 称

那須塩原市
弓道納射会

第１回那須
塩原市内総
合卓球大会

２５



しゅく はく たい けん かん

宿泊体験館
メープル

��������	
�������������
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��789��3:�;�<�5=>?@�AB)C
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�������O�� �������O��

■所在地 上塩原５８－３
問い合わせ
宿泊体験館メープル �０２８７（３２）２９０９

②リンゴを煮る
リンゴは皮をむき６等分し
アップルジュースにグラニュ
ー糖（注２）を加え、アクを取
りながら、やわらかくなるま
で煮る。
リンゴがやわらかくなった
ら火を止めて、板ゼラチンを
１枚ずつ加える。材料：６人分

・リンゴ……………………………………小６個
・グラニュー糖
（リンゴの甘味により調整する）………１００ｇ
・１００％アップルジュース…１リットル
・ヨーグルト ………………………………１５０ｇ
・板ゼラチン…………………………………１５枚
・氷 …………………………………………３００ｇ

③冷やす
ゼラチンがすべて溶けたら、大きなボウルに
氷水を用意して荒熱をとる。
冷めてきたら、冷蔵庫で冷
やし固める。ゼリー状になっ
たら、器に盛って、最後にヨ
ーグルトをかければ完成。①ゼラチン下ごしらえ

板ゼラチン（注１）は水でふ
やかしておく。湿度が高すぎ
ると全部解けてしまうので注
意。その場合は、板ゼラチン
を浸す水に、氷を１かけら置いておくとちょう
どよい硬さになる。

広報なすしおばら Ｎｏ．９３（平成２０年１１月５日） ◇発行・那須塩原市 ◇編集・企画部秘書課 �０２８７（６２）７１０９ 〒３２５‐８５０１ 那須塩原市共墾社１０８‐２

市市
農農
村村
生生
活活
研研
究究
ググ
ルル
ーー
ププ
協協
議議
会会
協協
力力

地地
元元
食食
材材
をを
使使
っっ
てて
楽楽
しし
くく
クク
ッッ
キキ
ンン
ググ

（注１）粉のゼラチンよりも板ゼラチンの
方が扱いやすく、だまになりにくい。
（注２）グラニュー糖を使うことによって、
さっぱりとした甘みになる。

見た目も豪華な
フレッシュデザート
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